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町
内
の
坂
下
ダ
ム
で
６
月
、
ア
ジ
サ
イ
が
見
ご
ろ
に
な
り
ま

し
た
。

こ
の
ア
ジ
サ
イ
は
10
年
ほ
ど
前
か
ら
町
が
少
し
ず
つ
植
え
た

も
の
で
す
。
震
災
直
前
の
取
り
組
み
だ
っ
た
た
め
、
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
毎
年
こ
の
時
期
は
現
地
連
絡
事
務
所
の

職
員
ら
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

長
さ
約
３
５
０
メ
ー
ト
ル
の
「
ア
ジ
サ
イ
街
道
」。
鮮
や
か

な
青
紫
色
が
梅
雨
空
に
映
え
て
い
ま
し
た
。

お
お
く
ま
点
描

クイズ「目指せ！おおくMASTER ★」
おおちゃんクイズ（地域問題）	 Q・�ＪＲ大野駅に停車していた特急列車の名前は？
くうちゃんクイズ（方言問題）	 Q・「あぁ～、がおった、がおった。」ってどうしたの？

大熊町に関する郷土・方言問題を町民の方から募集しています。
問大熊町役場会津若松出張所　教育総務課
 kyoikusoumu@town.okuma.fukushima.jp
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㊳
あ
ら
か
る
と
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県
道
の
災
害
復
旧
工
事
が
完
了
し
ま
し
た

6

○
震
災
・
震
災
後
の
大
雨
で
国
道

２
８
８
号
沿
い
の
湯
の
神
地
内
の

山
林
が
大
き
く
崩
落
し
た
箇
所

（
左
図
）
に
つ
い
て
、
現
在
は
大

型
土
の
う
で
道
路
へ
の
崩
落
を
防

止
し
て
い
ま
す
。

　

福
島
県
が
本
年
度
よ
り
２
年
を

か
け
て
、
復
旧
治
山
工
事
を
実
施

し
ま
す
。　

　

皆
さ
ま
に
は
何
か
と
ご
不
便
を

お
掛
け
し
ま
す
が
、
工
事
期
間
中

の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

問
福
島
県
相
双
農
林
事
務
所

 　
森
林
林
業
部

　

電
０
２
４
４
（
26
）
１
１
７
９    

問
い
わ
き
出
張
所　

復
興
事
業
課

　町内で着々と進む復興などの様子を、国・県・町が一体となりお知らせします。
　今回は、国道288号沿い　湯の神地区復旧治山事業などについて紹介します。

ふるさとかわらばん

　

震
災
で
路
肩
が
崩
落
し
、
長
い

間
片
側
通
行
で
ご
不
便
を
お
か
け

し
ま
し
た
県
道
の
左
記
三
ケ
所
に

つ
い
て
災
害
復
旧
工
事
が
完
了
し

ま
し
た
。　

①
役
場
前
跨
線
橋

②
鮒
沢
第
二
た
め
池
脇

　
　
　
　
　
　
（
写
真
・
右
）

③
小
良
浜
（
境
川
）

問
福
島
県
富
岡
土
木
事
務
所

　

道
路
・
橋
梁
課

　

電
０
２
４
０
（
23
）
６
６
０
５

問
い
わ
き
出
張
所　

復
興
事
業
課

家
屋
損
壊
調
査

　

除
染
を
す
る
区
域
の
家
屋
の
解

体
を
希
望
す
る
場
合
は
、
必
ず
損

壊
状
況
調
査
（
家
屋
調
査
）
が
必

要
で
す
。

　

手
続
き
は
簡
単
で
す
の
で
左
記

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
会
津
若
松
出
張
所　

税
務
課

施工前

施工後

国道２８８号沿い　湯の神地区復旧治山事業

崩落箇所位置図

崩落箇所全景
（冬季撮影）
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かわらばん

大熊町役場各出張所の連絡先は、最終ページに掲載しています。

　

お
盆
の
お
墓
参
り
に
む
け
て
共

同
墓
地
の
除
草
を
６
月
下
旬
頃
よ

り
施
工
し
ま
す
。

　

共
用
部
分
及
び
通
路
に
生
え
て

い
る
草
を
刈
払
い
機
で
除
草
し
ま

す
が
、
墓
石
に
近
い
部
分
は
鎌
等

で
除
草
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
安
心
し
て
お
墓
参
り

が
で
き
る
よ
う
環
境
整
備
に
努
め

ま
す
。

問
い
わ
き
出
張
所　

復
興
事
業
課

除
染
に
つ
い
て　

○
現
在
下
野
上
地
区
周
辺
95‌

ha
の

除
染
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
除
染
の
実
施
同
意
に
つ
き
ま

し
て
も
、
下
野
上
地
区
周
辺
４
０

０
ha
全
体
に
お
い
て
継
続
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。
除
染
の
実
施
時

期
、
除
染
に
関
し
、
ご
不
明
な
点

等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
左
記
連
絡

先
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
環
境
省　

除
染
相
談
室

　

電
０
１
２
０（
３
６
０
）１
１
１

問
福
島
環
境
再
生
事
務
所

　

会
津
支
所

　

電
０
２
４
２
（
23
）
７
９
７
０

問
い
わ
き
出
張
所　

復
興
事
業
課

中
間
貯
蔵
施
設

○
除
染
土
壌
等
の
輸
送
に
つ
い
て

　

7
月
1
日
現
在
、
大
川
原
地
区

南
平
仮
置
場
か
ら
大
熊
東
工
業
団

地
内
の
中
間
貯
蔵
施
設
の
保
管
場

へ
の
輸
送
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
福
島
環
境
再
生
事
務
所　

　

中
間
貯
蔵
施
設
等
整
備
事
務
所

　

調
査
設
計
課

　

電
０
２
４（
５
６
３
）１
２
９
３

問
い
わ
き
出
張
所　

環
境
対
策
課

　復興事業課では、町道・農道等を
中心に、毎月町内パトロールを実施
しています。
 今回は鮒沢公園のヤマボウシと町
内の初夏の実りを紹介します。

○
初
夏
の
実
り
（
写
真
・
下
）

　

役
場
敷
地
東
側
の
ク
ワ
の
木
が

た
わ
わ
に
実
を
つ
け
て
い
ま
す
。

大
川
原
地
区
の
庭
先
に
は
見
事
な

ビ
ワ
の
実
を
発
見
し
ま
し
た
。

　

芽
を
伸
ば
し
、
花
を
咲
か
せ
て

実
を
結
ぶ
、
植
物
の
力
強
い
生
命

力
を
感
じ
ま
し
た
。

○
図
書
館
前　

鮒
沢
公
園
の

　
　

ヤ
マ
ボ
ウ
シ
（
写
真
・
左
）

　

鮒
沢
公
園
東
側
の
ヤ
マ
ボ
ウ
シ

の
花
が
満
開
で
す
。
木
を
見
上
げ

る
と
抜
け
る
よ
う
な
青
空
が
枝
の

間
か
ら
こ
ぼ
れ
て
、
薄
桃
色
の
花

を
い
っ
そ
う
引
き
立
て
て
い
ま
し

た
。

問
い
わ
き
出
張
所　

復
興
事
業
課

 町内パトロール通信

共
同
墓
地
除
草
が

始
ま
り
ま
し
た

図書館前　鮒沢公園のヤマボウシ
クワの実

ビワ

昨年度の墓地除草の様子
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東日本大震災と、それに伴う東京電力福島第一原子力発電所の事故により、大熊町は全町避難
を余儀なくされ、私たちは今も、全国各地に分散して不自由な生活を強いられています。
長期化している避難生活、先行き不透明な状況の中で、ふるさと「おおくま」に対してどのよ

うな想いを抱いているのか、直接避難先へ訪問してインタビュー取材を行い、本紙に掲載させて
いただいています。
「絆おおくまふれあい通信」を通して届けられた想いを共有し、ふるさと「おおくま」と皆さ
まを「絆〜きずな〜」でつないでいくことができれば幸いです。

※株式会社鹿島印刷所（南相馬市）の記者が避難先を訪問し、インタビュー取材をさせていただいています。
※掲載する文章は、インタビューした内容をもとに記者が作成しますので、インタビューをお受けいただいた方

が文章を作成する手間はございません。

おおくまふれあい通信
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「絆おおくまふれあい通信」で、
あなたの想いを伝えてみませんか？

大熊町役場　会津若松出張所　総務課秘書広聴係
電話：0120-26-3844　FAX：0242-26-3794
E-mail：somu@town.okuma.fukushima.jp

応募先 絆
きずな

　絆おおくまふれあい通信では、避難されている皆さま
へ想いを伝えていただける方を募集しています。避難先
での活動や避難生活で感じていることなど、あなたの想
いをこのコーナーでお話しください。大熊町民の方なら
どなたでも結構ですので、ご連絡をお待ちしています。
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まちの話題

商工会、いわきの体制強化へ

町
商
工
会
の
通
常
総
会
が
５

月
27
日
、
い
わ
き
市
で
開
か
れ

ま
し
た
。
会
員
の
半
数
以
上
が

い
わ
き
地
区
で
事
業
を
再
開
し

た
り
住
ん
だ
り
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
現
在
は
会
津
若
松
市
に

あ
る
事
務
所
機
能
を
い
わ
き
市

に
移
転
す
る
こ
と
を
検
討
す
る

な
ど
、
い
わ
き
出
張
所
の
業
務

体
制
を
強
化
す
る
こ
と
を
決
め

ま
し
た
。
蜂
須
賀
禮
子
会
長
は

あ
い
さ
つ
の
中
で
賠
償
に
関
し

「
国
や
東
電
に
対
し
、
個
別
・

具
体
の
ケ
ー
ス
に
応
じ
た
き
め

細
や
か
な
対
応
を
求
め
て
い
き

ま
す
」
と
述
べ
、
渡
辺
利
綱
町

長
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

県
内
の
学
校
な
ど
に
保
管
さ

れ
て
い
る
除
染
廃
棄
物
を
大

熊
、
双
葉
両
町
の
中
間
貯
蔵
施

設
に
搬
入
す
る
た
め
、
施
設
候

補
地
と
な
る
町
有
地
を
提
供
し

て
ほ
し
い
と
し
て
5
月
23
日
、

自
民
党
東
日
本
大
震
災
復
興
加

速
化
本
部
か
ら
町
に
対
し
て
要

請
が
あ
り
ま
し
た
。
町
は
町
議

会
、
行
政
区
長
会
の
理
解
を
得

た
上
で
、
要
請
を
受
け
入
れ
る

こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

県
内
の
学
校
な
ど
で
は
28
市

町
村
の
約
１
１
０
０
カ
所
に
合

計
約
30
万
㎥
の
除
染
廃
棄
物
が

現
場
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
町

は
人
道
的
、
教
育
的
観
点
か

中間貯蔵施設への町有地提供受け入れ

　

町
内
の
子
ど
も
た
ち
が
6
月

1
日
、
会
津
若
松
市
河
東
町
の

会
津
村
で
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
植

え
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
参
加
し

た
の
は
町
立
幼
稚
園
、
熊
町
・

大
野
小
、
大
熊
中
の
園
児
、
児

童
、
生
徒
で
す
。
冷
た
い
風
が

吹
く
中
、
土
の
中
に
約
１
０
０

本
の
苗
を
手
際
よ
く
埋
め
て
い

き
、
水
や
り
を
し
ま
し
た
。
避

難
町
民
と
の
交
流
を
続
け
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
会
津
村
で
の
サ

ツ
マ
イ
モ
の
苗
植
え
は
、
今
回

が
3
回
目
。
秋
に
収
穫
し
た
後

は
家
庭
科
の
授
業
で
使
っ
た
り
、

交
流
の
あ
る
学
校
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
た
り
す
る
そ
う
で
す
。

子どもたちがサツマイモの苗植え

議会に説明する渡辺町長（左）

苗を植える子どもたち

新年度事業計画などを決めた総会

ら
、
こ
れ
ら
の
保
管
場
と
し
て

町
有
地
を
一
時
的
に
提
供
す
る

こ
と
に
同
意
。
6
月
2
日
に
町

役
場
会
津
若
松
出
張
所
を
訪
れ

た
井
上
信
治
環
境
副
大
臣
に
伝

え
ま
し
た
。
席
上
、
渡
辺
利
綱

町
長
は
、
こ
の
判
断
が
施
設
候

補
地
の
地
権
者
に
影
響
を
与
え

る
こ
と
が
な
い
よ
う
配
慮
を
求

め
ま
し
た
。
ま
た
、
帰
還
困
難

区
域
の
下
野
上
地
区
の
除
染
拡

充
を
あ
ら
た
め
て
要
請
。
井
上

副
大
臣
は
現
在
の
除
染
範
囲
が

終
了
後
に
対
応
す
る
こ
と
を
約

束
し
ま
し
た
。

提
供
す
る
町
有
地
は
、
ふ
れ

あ
い
パ
ー
ク
お
お
く
ま
の
敷
地

の
一
部
と
な
り
ま
す
。
環
境
省

は
町
有
地
へ
の
搬
入
を
7
月
上

旬
に
も
始
め
た
い
と
し
て
お

り
、
今
年
度
分
と
し
て
10
市
町

村
か
ら
1
万
㎥
程
度
の
搬
入
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。
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地区対抗パークゴルフに89人

総合教育会議、意向調査などを協議

元なでしこ東明さん、児童と交流

　

地
区
対
抗
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大

会
が
６
月
４
日
、
広
野
町
の
二

ツ
沼
総
合
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
で
開
か
れ
ま
し
た
。
双
葉
郡

の
復
興
に
少
し
で
も
寄
与
し
た

い
と
、
郡
内
施
設
を
会
場
に

し
、
89
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

若
手
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
、
互

い
の
真
剣
な
プ
レ
ー
に
拍
手
を

送
り
合
い
、
す
が
す
が
し
い
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

▽
地
区
別
①
熊
②
小
入
野
③
夫

沢
▽
男
子
①
石
井
弘
②
渡
部
眞
綱

③
泉
篤
④
木
田
晴
夫
⑤
志
賀
儀
幸

▽
女
子
①
菅
原
幸
子
②
志
賀
律
子

③
中
野
幸
子
④
中
原
秀
子
⑤
長
谷

川
三
重
子

町
総
合
教
育
会
議
が
６
月
１

日
、
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

で
開
か
れ
、
住
民
意
向
調
査
の

実
施
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
ま

し
た
。

住
民
意
向
調
査
は
町
立
小
中

学
校
や
幼
稚
園
へ
の
就
学
に
関

す
る
も
の
で
、
会
津
若
松
市
在

住
の
０
歳
児
か
ら
小
学
６
年
生

ま
で
の
保
護
者
を
対
象
と
し
た

も
の
で
す
。
今
後
、
議
会
や
町

長
と
相
談
の
上
で
実
施
す
る
か

ど
う
か
検
討
す
る
と
し
て
い
ま

す
。会

議
で
は
こ
の
ほ
か
、
町
の

将
来
的
な
学
校
教
育
の
在
り
方

を
検
討
す
る
「
教
育
の
未
来
を

　

ス
ポ
ー
ツ
こ
こ
ろ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
「
ス
ポ
ー
ツ
笑
顔
の
教

室
」
が
５
月
24
日
、
会
津
若
松

市
河
東
町
の
熊
町
・
大
野
小
で

開
か
れ
ま
し
た
。
３
回
目
の
講

師
は
元
な
で
し
こ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

（
サ
ッ
カ
ー
女
子
日
本
代
表
）

の
東
明
有
美
（
と
う
め
い
・
ゆ

み
）
さ
ん
。
５
年
生
７
人
と

「
鬼
ご
っ
こ
」「
だ
る
ま
さ
ん
が

転
ん
だ
」
を
採
り
入
れ
た
ゲ
ー

ム
で
体
を
動
か
し
ま
し
た
。

「
夢
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
ト
ー

ク
も
行
い
ま
し
た
。
東
明
さ
ん

は
ま
だ
メ
ジ
ャ
ー
競
技
で
な
か

っ
た
女
子
サ
ッ
カ
ー
で
日
本
代

表
を
目
指
し
た
経
緯
な
ど
を
熱

く
語
り
ま
し
た
。

子どもたちと触れ合う東明さん

住民意向調査などについて協議した会議

ショットを打つ選手

考
え
る
会
（
仮
称
）」
を
立
ち

上
げ
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

同
会
は
今
後
５
～
10
年
に
わ
た

る
中
長
期
的
な
町
の
学
校
教
育

の
方
向
性
に
つ
い
て
、
ハ
ー
ド

と
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
検
討
し

て
い
く
目
的
で
、
本
年
度
内
に

も
立
ち
上
げ
る
こ
と
で
了
承
さ

れ
ま
し
た
。

国
と
県
の
補
助
で
実
施
し
て

い
る
被
災
園
児
就
園
奨
励
費
・

被
災
児
童
生
徒
就
学
援
助
費
に

つ
い
て
、
仮
に
補
助
が
終
了
し

た
後
、
町
単
独
で
継
続
す
る
か

ど
う
か
も
協
議
。
渡
辺
利
綱
町

長
は
そ
う
し
た
場
合
、
町
単
独

で
継
続
す
る
と
い
う
現
時
点
で

の
考
え
を
示
し
ま
し
た
。
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まちの話題

特例宿泊前に大川原で上水道復旧
　

お
盆
に
町
内
で
行
わ
れ
る
特

例
宿
泊
に
備
え
た
上
水
道
の
復

旧
作
業
が
、
町
内
大
川
原
地
区

で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
５
年

余
り
使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
水

道
管
の
内
部
を
洗
浄
し
、
漏
水

等
の
不
具
合
が
な
い
か
を
点
検

し
て
滞
り
な
く
水
を
使
え
る
よ

う
に
す
る
の
が
目
的
で
す
。
双

葉
地
方
水
道
企
業
団
の
職
員

が
、
配
管
内
の
水
を
排
出
す
る

排
泥
弁
か
ら
水
を
流
し
て
内
部

を
洗
浄
し
、
き
ち
ん
と
滅
菌
さ

れ
て
い
る
か
を
確
認
し
て
い
ま

す
。
復
旧
作
業
は
６
月
い
っ
ぱ

い
行
わ
れ
、
配
管
に
不
具
合
が

あ
れ
ば
修
繕
も
行
わ
れ
ま
す
。

　

熊
町
・
大
野
小
で
６
月
17

日
、
防
犯
教
室
が
開
か
れ
、
児

童
が
犯
罪
か
ら
身
を
守
る
心
構

え
を
学
び
ま
し
た
。
警
備
会
社

Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
福
島
の
警
備
員
が

講
師
と
し
て
訪
れ
ま
し
た
。
全

校
生
が
教
室
に
参
加
し
、
こ
の

う
ち
１
、
２
年
生
は
「
安
心
し

て
登
下
校
」
を
テ
ー
マ
に
講
義

を
受
け
ま
し
た
。
警
備
員
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
後
、
怪
し

い
大
人
か
ら
声
を
掛
け
ら
れ
た

際
に
、
大
声
を
出
し
な
が
ら
逃

げ
る
練
習
を
し
ま
し
た
。
防
犯

標
語
「
い
か
の
お
す
し
」
に
つ

い
て
も
学
び
、
児
童
を
狙
っ
た

犯
罪
に
備
え
ま
し
た
。

小学校で防犯教室

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
業
務
を
担
当
す
る
町

の
復
興
支
援
員
に
６
月
10
日
、

委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

復
興
支
援
員
と
な
っ
た
の
は
南

会
津
町
出
身
の
星
悟
さ
ん
。
タ

ブ
レ
ッ
ト
の
操
作
方
法
な
ど
に

関
す
る
疑
問
に
答
え
る
業
務
に

当
た
る
ほ
か
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
に
ア
ッ
プ
す
る
動
画
の
編
集

補
助
も
行
い
ま
す
。
町
の
幾
橋

功
企
画
調
整
課
長
か
ら
委
嘱
状

を
受
け
た
星
さ
ん
は
「
被
災
者

の
立
場
に
立
っ
た
仕
事
を
し
た

い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

星
さ
ん
の
任
期
は
来
年
３
月
末

ま
で
で
す
。

　

会
津
若
松
市
の
復
興
公
営
住

宅
・
年
貢
町
団
地
で
６
月
11

日
、
入
居
1
周
年
を
祝
う
記
念

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
自
治
会

手
作
り
の
会
で
町
民
の
皆
さ
ん

な
ど
約
60
人
が
参
加
。
晴
天
に

恵
ま
れ
、
屋
外
で
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
や
焼
き
そ
ば
な
ど
が
振
る
舞

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
開
い

た
交
流
会
な
ど
の
写
真
も
展
示

さ
れ
ま
し
た
。
地
元
会
津
の

方
々
も
招
か
れ
、
鈴
木
照
重
自

治
会
長
は
「
大
変
よ
く
し
て
も

ら
っ
て
い
る
会
津
の
方
々
に
感

謝
し
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

お
祝
い
に
赤
飯
を
全
戸
に
振
る

舞
い
ま
し
た
。

復興支援員の星さんに委嘱状

復興公営住宅１周年で記念会

１周年を祝った記念会

講師の話を聞く児童

委嘱された星さん（右）

サンプル水を採取する企業団職員
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生活サポート補助金
～コールセンター・相談窓口へ寄せられた、よくある質問をまとめました～

Ｑ・補助金の１年度の限度額が100,000円とあるが、余った残額は翌年度に繰り越せるのか。
Ａ・その年度に掛かった経費が対象経費となるため、繰り越すことはできません。

Ｑ・風評被害緩和対策の補助金で、「福島県産品を購入した経費、輸送料等の一部について補助さ
れます」の一部とはどういうことか。
また、50,000円を下回る場合は実費とはどういうことか、50,000円に満たないと補助が出な
いということか。

Ａ・風評被害緩和対策での補助限度額が50,000円となっているため、必ずしも全額補助されると
いうことではなく、50,000円を超えた部分については補助の対象外となります。
また、50,000円に満たない場合は、実際に支払った金額が補助対象となります。

Ｑ・特撰カタログ以外から福島県産品を購入したが対象となるのか。また、領収書に必要な事項は
あるのか。

Ａ・特撰カタログ以外からご購入されても、福島県産品であれば対象となります。
その際、領収書・レシート等に「福島県産」であることの明記が必要となりますので、県産品を
購入したのに県産品の表示が無かった場合は、ご自分で「福島県産」と記載されても結構です。
なお、特撰カタログに掲載されている商品は、全て補助対象になる条件を満たしております。
特撰カタログで購入された場合には、銀行振込の控えを添付してください。
インターネットバンキングで振り込みされた場合は取引履歴等で振込が確認できるものを添付
してください。

Ｑ・震災時に同一世帯だった家族に会いに行くための費用は対象になるのか。
Ａ・震災当時に同一世帯であり、現在別々に暮らしている家族の行き来にかかる費用は、東京電力

の賠償対象となっているため対象外となりますが、目的地で知人や友人に会う場合は申請いた
だけます。

Ｑ・一時帰宅の交通費は補助されないのか。
Ａ・東京電力の賠償対象となっているため対象外となります。

Ｑ・交通費は領収書や証明書がなくてもよいのか。また年間の交通費だけで補助金の上限
100,000円となってしまうが問題ないのか。

Ａ・ふるさととの結びつき維持にかかる交通費は実際にかかった金額ではなく、標準交通費一覧表
に基づき申請していただきますので領収書・証明書は不要です。ただし、高速・有料道路利用
料は領収書の添付が必要となります。ETCを利用されて領収書が無い場合はETC利用のカード
明細を添付してください。
また、交通費のみで補助金額上限の100,000円を申請していただいても結構です。

～コールセンターのご案内～
詳しい補助事業の内容や申請方法等について、お困りの方は、お問い合わせください。

問０１２０－０９０－１０４（フリーダイヤル通話料無料）
受付時間　月～金曜日 午前９時～午後６時（土・日・祝日、12月29日～1月3日を除く）
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タブレットに関する
アンケートにご協力ください

このたび、広報おおくまをご覧いただいている世帯を対象に、大熊町タブレット端末に関
するアンケートを行います。

全国各地で避難生活が続く町民の皆さまに、いち早く町の情報をお伝えすることを目的と
して平成25年４月にタブレットの配布を始めましたが、今後もタブレットは必要なのか、
どうすればもっと便利に使っていただけるのか、それらをできるだけ詳細に把握することを
目的としています。

町ではこのアンケートの結果をもとに、タブレット端末の存廃を含めたタブレット端末の
機種変更を検討していく考えです。

アンケート用紙は、返信用封筒を添えて７月１日の広報同封物としてお
送りしています。

皆さまのご協力をよろしくお願いします。
また現在、無作為に電話による聞き取り調査も行っていますので、こち

らについてもご協力をお願いします。
問大熊町役場会津若松出張所　企画調整課

第28回ふくしま駅伝の選手を募集します
この大会は、県民の体力の向上と中・長距離選手の育成・強化を図り、各市町村のふるさ

とおこしに寄与するとともに、「ふくしまづくり 新たな挑戦で」をスローガンにタスキをつ
なぎ、震災からの一日も早い復興を願い開催されます。

大熊町はふくしま駅伝大会１回目から昨年の第27回大会まで、全ての大会でタスキをつな
いできました。昨年は52チーム中49位。今年は大幅な順位のアップを目標に大会まで取り
組んでいきたいと思います。走ることが好きな方、ふるさとのために走りたいと思っていた
だける方の参加を待っています。一緒に大熊町のタ
スキをつなぎましょう！！！

日 時　11月20日（日）
コ ー ス　白河市～福島県庁前
募集対象　中学生以上
締 切 日　７月29日（金）
連 絡 先　大熊町役場会津若松出張所　教育総務課

※８月から合同練習に
取り組み、合宿、ロー
ドレース大会に参加し
ます。参加希望者には
詳細を送ります。

白河市～福島県庁
区間 選手

1区	 4.0㎞ 女子

2区	 8.2㎞ 中・高・40歳以上男子

3区	 5.8㎞ 中学男子・40歳以上男子

4区	 7.3㎞ 男子

5区	 6.7㎞ 中学・高校男子

6区	 8.3㎞ 男子

7区	 5.2㎞ 中学男子

8区	 4.1㎞ 中学男子

9区	 3.0㎞ 中学女子

10区	 9.3㎞ 男子

11区	 3.9㎞ 女子

12区	 7.0㎞ 男子

13区	 4.8㎞ 男子

14区	 5.7㎞ 中・高・40歳以上男子

15区	 3.4㎞ 中学女子・30歳以上女子

16区	 8.4㎞ 男子
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平
成
29
年
度
大
熊
町

職
員（
高
校
卒
程
度
）

採
用
候
補
者
試
験

◆�

試
験
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人

員
・
試
験
職
種
…
一
般
事
務

・
採
用
予
定
人
員
…
若
干
名

◆試験の期日、場所および発表
区分 期日 時間 試験場 発表

第１次試験
9月18日
（日）

受付
9:00～9:30

教養試験
10:00～12:00

職場適応性検査
13:00～13:20

杉妻会館
（福島市杉妻町
3-45）

平成28年10月中旬ま
でに大熊町役場内の掲
示場に合格者（受験番
号）を掲示するほか、
受験者に合否を通知し
ます。

第２次試験 第１次試験の合格通知の際、お知らせします。

◆
受
験
資
格

　

平
成
７
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

11
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

者
で
高
校
を
卒
業
又
は
卒
業
見
込

み
の
者
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
受
験

で
き
ま
せ
ん
。

・
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者

・
成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人

（
準
禁
治
産
者
を
含
む
）

・
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、

そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
、
ま

た
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と

が
な
く
な
る
ま
で
の
者

・
大
熊
町
職
員
と
し
て
懲
戒
免
職

の
処
分
を
受
け
、
当
該
処
分
の

日
か
ら
２
年
を
経
過
し
な
い
者

・
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後
に

お
い
て
、
日
本
国
憲
法
又
は
そ

の
下
に
成
立
し
た
政
府
を
暴
力

で
破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す
る

政
党
そ
の
他
の
団
体
を
結
成

し
、
又
は
こ
れ
に
加
入
し
た
者

◆
試
験
の
方
法

　

高
校
卒
程
度
で
次
に
よ
り
行
い

ま
す
。

・
第
１
次
試
験

①
教
養
試
験
…
職
員
と
し
て
必
要

な
一
般
知
識
及
び
知
能
に
つ
い

て
、
択
一
式
に
よ
る
筆
記
試
験

を
行
い
ま
す
。

②
職
場
適
応
性
検
査
…
公
務
の
職

業
生
活
へ
の
適
応
性
に
つ
い
て
、

検
査
を
行
い
ま
す
。

・
第
２
次
試
験

　

第
１
次
試
験
合
格
者
に
対
し
て
、

主
と
し
て
人
物
及
び
一
般
常
識
に

つ
い
て
個
別
面
接
に
よ
る
試
験
及

び
小
論
文
試
験
を
行
い
ま
す
。

◆
資
格
調
査

　

第
１
次
試
験
合
格
者
に
つ
い
て
、

受
験
資
格
が
あ
る
か
ど
う
か
、
試

験
申
込
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
正
し
い
か
ど
う
か
に
つ
い
て

調
査
し
ま
す
。

◆
合
格
者
の
採
用

・
合
格
者
は
採
用
候
補
者
名
簿
に

登
載
さ
れ
、
成
績
順
に
町
長
が

採
用
す
る
者
を
決
定
し
ま
す
。

こ
の
採
用
候
補
者
名
簿
の
有
効

期
間
は
原
則
と
し
て
１
年
間
で

す
。

・
初
任
給
は
、
本
町
の
給
料
表
に

よ
る
が
、
こ
の
他
扶
養
手
当
、

住
居
手
当
、
通
勤
手
当
、
超
過

勤
務
手
当
、
期
末
手
当
・
勤
勉

手
当
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支

給
要
件
に
応
じ
て
支
給
さ
れ
ま

す
。

◆
受
験
手
続
き
お
よ
び
受
付
期
間

・
申
込
用
紙
の
請
求

　

申
込
用
紙
は
、
大
熊
町
役
場
総

務
課
に
お
い
て
交
付
を
受
け
る
か
、

大
熊
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
便

に
よ
り
受
験
申
込
用
紙
等
を
請
求

す
る
場
合
は
、
封
筒
の
表
に
赤
で

「
高
校
卒
程
度
職
員
試
験
申
込
用

紙
請
求
」
と
書
い
て
、
１
２
０
円

切
手
を
貼
っ
た
自
分
宛
の
返
信
用

封
筒
（
角
型
２
号
）
を
必
ず
同
封

し
て
く
だ
さ
い
。

・
申
込
の
方
法

①
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
、
大
熊
町
役
場
会
津
若
松

出
張
所
総
務
課
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
申
込
書
を
郵
送
す
る

場
合
は
82
円
切
手
を
貼
っ
た
自

分
宛
の
封
筒
を
同
封
し
、
そ
の

表
に
赤
で
「
高
校
卒
程
度
試
験

申
込
」
と
書
い
て
、
必
ず
簡
易

書
留
に
て
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

②
受
験
票
を
受
領
し
た
と
き
は
、

最
近
６
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た

本
人
の
写
真
（
上
半
身
、
脱
帽
、

正
面
向
き
、
縦
６
㎝
×
横
４
．

５
㎝
）
１
枚
を
写
真
欄
に
は
っ

て
受
験
当
日
に
必
ず
持
参
し
て

く
だ
さ
い
（
受
験
票
が
な
い
場

合
、
ま
た
は
受
験
票
に
写
真
が

貼
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
受
験

で
き
ま
せ
ん
）。

・
受
付
期
間

　

平
成
28
年
７
月
13
日
（
水
）
か

ら
同
８
月
12
日
（
金
）
ま
で
（
土

日
祝
日
を
除
く
。
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分
の
執
務
時
間
中

に
限
り
ま
す
）。
郵
便
に
よ
る
申

込
書
提
出
の
場
合
は
、
８
月
10
日

（
水
）
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の

に
限
り
受
け
付
け
ま
す
。

◆
そ
の
他

・
受
験
の
際
は
、「
Ｈ
Ｂ
」
の
鉛

筆
と
消
し
ゴ
ム
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
そ
れ
以
外
の
筆
記
用

具
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

・
試
験
当
日
の
試
験
会
場
へ
の
自

家
用
車
の
乗
り
入
れ
を
禁
止
し

ま
す
。
ま
た
、
家
族
に
よ
る
送

迎
も
会
場
周
辺
の
渋
滞
に
よ
り

遅
刻
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

・
こ
の
試
験
に
関
し
不
明
な
点
は
、

大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

総
務
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。
郵
便
で
問
い
合
わ
せ
る

場
合
は
、
82
円
切
手
を
貼
っ
た

自
分
宛
の
返
信
用
封
筒
を
必
ず

同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

問
大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

　

総
務
課
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双
葉
地
方
広
域
市
町

村
圏
組
合
職
員
（
一

般
事
務
・
消
防
）
採

用
候
補
者
試
験

■
採
用
予
定
日

　

平
成
29
年
４
月
１
日

■�

試
験
職
種
、
採
用
予
定
人
員
お

よ
び
職
務
内
容
等

・
一
般
事
務

　

�

１
名
程
度
。
双
葉
地
方
会
館
お

よ
び
出
先
機
関
に
お
い
て
事
務

に
従
事
し
ま
す
。

・
消
防

　

�

２
名
程
度
。
消
防
本
部
ま
た
は

消
防
署
に
お
い
て
消
防
業
務
に

従
事
し
ま
す
。

■
受
験
資
格

・
一
般
事
務

昭
和
61
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

11
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方
で
自
動
車
運
転
免
許
（
普

通
自
動
車
以
上
）
取
得
ま
た
は

平
成
29
年
３
月
末
日
ま
で
免
許

取
得
見
込
み
の
も
の
（
学
歴
は

問
い
ま
せ
ん
）

・
消
防

平
成
３
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

11
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方
で
自
動
車
運
転
免
許
（
普

通
自
動
車
以
上
「
Ａ
Ｔ
限
定
免

許
を
除
く
」）
取
得
ま
た
は
平

成
29
年
３
月
末
日
ま
で
免
許
取

得
見
込
み
の
も
の
（
学
歴
は
問

い
ま
せ
ん
）

身
体
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り

で
す

・
胸
囲
…
身
長
の
概
ね
２
分
の
１

以
上
で
あ
る
こ
と

・
視
力
…
両
眼
と
も
矯
正
視
力
が

０
．
７
以
上
で
あ
る
こ
と

・
聴
力
…
正
常
で
あ
る
こ
と

・
そ
の
他
…
精
神
及
び
身
体
に
障

害
が
な
い
こ
と
。
結
核
性
疾

患
、
そ
の
他
感
染
性
疾
患
が
な

い
こ
と

■
試
験
の
方
法

　

高
校
卒
業
程
度
で
次
に
よ
り
行

い
ま
す
。

・
一
般
事
務

第
１
次
試
験
…
教
養
試
験
（
筆

記
）、
適
性
検
査

第
２
次
試
験
…
第
１
次
試
験
の

合
格
者
に
対
し
て
小
論
文
、
個

別
面
接

・
消
防

第
１
次
試
験
…
教
養
試
験
（
筆

記
）、
適
性
検
査

第
２
次
試
験
…
第
１
次
試
験
合

格
者
に
対
し
て
体
力
測
定
、
小

論
文
、
個
別
面
接
。
な
お
指
定

し
た
様
式
に
よ
る
健
康
診
断
書

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■�

試
験
の
期
日
、
場
所
お
よ
び
発

表
【
第
１
次
試
験
】

時
平
成
28
年
9
月
18
日
（
日
）

受
付
…
午
前
9
時
～
9
時
30
分

教
養
試
験
…
午
前
10
時
～
正
午

適
性
検
査
…
午
後
0
時
10
分
～

0
時
35
分

場�

杉
妻
会
館

　
（
福
島
市
杉
妻
町
3
─
45
）

　

電
０
２
４（
５
２
３
）５
１
６
１

・
平
成
28
年
10
月
下
旬
頃
ま
で
に

当
組
合
掲
示
場
、
当
組
合
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
受
験
番
号
を
掲
示

す
る
ほ
か
受
験
者
全
員
に
通
知

し
ま
す
。

【
第
２
次
試
験
】

・
期
日
、
時
間
、
試
験
場
は
第
１

次
試
験
合
格
通
知
の
際
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

・
発
表
は
別
途
通
知
し
ま
す
。

■
受
験
手
続
お
よ
び
受
付
期
間

・
申
込
用
紙
の
請
求

申
込
用
紙
は
、
双
葉
地
方
広
域

市
町
村
圏
組
合
事
務
局
・
総
務

課
（
〒
９
７
９
─
０
４
０
２　

双
葉
郡
広
野
町
大
字
下
北
迫
字

二
ツ
沼
44
─
15　

広
野
町
サ
ッ

カ
ー
支
援
セ
ン
タ
ー
内
、
電
０

２
４
０
─
27
─
４
６
６
５
）
に

て
交
付
し
ま
す
。
郵
便
に
よ
り

申
込
用
紙
を
請
求
す
る
場
合

は
、
封
筒
の
表
に
「
職
員
採
用

試
験
申
込
用
紙
請
求
」「
試
験

職
種
区
分
（
例
：
一
般
事
務
）」

と
書
い
て
１
２
０
円
切
手
を
貼

っ
た
自
分
宛
の
返
信
用
封
筒

（
角
型
２
号
）
を
必
ず
同
封
し
、

交
付
先
ま
で
送
付
し
て
く
だ
さ

い
。

・
申
込
の
方
法

①
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
上
記
の
事
務
局
総
務
課
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書

を
郵
送
す
る
場
合
は
、
82
円
切

手
を
貼
っ
た
自
分
宛
の
封
筒

（
長
型
３
号
）
を
同
封
し
、
そ

の
表
に
「
職
員
採
用
試
験
申

込
」
と
朱
書
し
て
上
記
ま
で
送

付
し
て
く
だ
さ
い
。

②
受
験
票
を
受
領
し
た
と
き
は
、

最
近
６
ヵ
月
以
内
に
撮
影
し
た

本
人
の
写
真
（
上
半
身
、
脱
帽
、

正
面
向
き
、
縦
６
㎝
×
横
４
．

５
㎝
）
１
枚
を
写
真
欄
に
貼
っ

て
受
験
当
日
に
必
ず
持
参
し
て

く
だ
さ
い
（
受
験
票
が
な
い
場

合
、
ま
た
は
受
験
票
に
写
真
を

貼
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
受
験

で
き
ま
せ
ん
）。

・
受
付
期
間

平
成
28
年
７
月
13
日
（
水
）
か
ら

同
８
月
12
日
（
金
）
ま
で
（
た
だ

し
、
土
曜
日
、
日
曜
日
お
よ
び
祝

日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
15
分
ま
で
）。
郵
便
に
よ

る
申
込
書
提
出
の
場
合
は
、
８
月

10
日
（
水
）
ま
で
の
消
印
の
あ
る

も
の
に
限
り
受
け
付
け
ま
す
。
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双
葉
地
方
広
域
市
町

村
圏
組
合
職
員
（
社

会
人
）
採
用
候
補
者

試
験

■
採
用
予
定
日

　

平
成
29
年
４
月
１
日

■�

試
験
職
種
、
採
用
予
定
人
員
お

よ
び
職
務
内
容
等

・
社
会
人
基
礎

２
名
程
度
。
双
葉
地
方
会
館
に

お
い
て
事
務
に
従
事
し
ま
す
。

■
受
験
資
格

昭
和
51
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

61
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方
で
自
動
車
運
転
免
許
（
普

通
自
動
車
以
上
）
取
得
ま
た
は

平
成
29
年
３
月
末
日
ま
で
免
許

取
得
見
込
み
の
も
の
（
学
歴
は

問
い
ま
せ
ん
）

■
試
験
の
方
法

　

高
校
卒
業
程
度
で
次
に
よ
り
行

い
ま
す
。

・
第
１
次
試
験

職
務
基
礎
力
試
験
（
筆
記
）、

職
務
適
応
性
検
査

・
第
２
次
試
験

１
次
試
験
合
格
者
に
対
し
て
、

小
論
文
、
個
別
面
接

■�

試
験
の
期
日
、
場
所
お
よ
び
発

表

【
第
１
次
試
験
】

時
平
成
28
年
９
月
18
日
（
日
）

受
付
…
午
前
９
時
～
９
時
30
分

職
務
基
礎
力
試
験
…
午
前
10
時

～
11
時
30
分

適
性
検
査
…
午
前
11
時
45
分
～

午
後
０
時
5
分

場�

福
島
自
治
会
館

　
（
福
島
市
中
町
８
─
２
）

　

電
０
２
４（
５
２
３
）０
１
３
１

・
平
成
28
年
10
月
下
旬
頃
ま
で
に

当
組
合
掲
示
場
、
当
組
合
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
受
験
番
号
を
掲
示

す
る
ほ
か
受
験
者
全
員
に
通
知

し
ま
す
。

【
第
２
次
試
験
】

・
期
日
、
時
間
、
試
験
場
は
第
１

次
試
験
合
格
通
知
の
際
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

・
発
表
は
別
途
通
知
し
ま
す
。

■
受
験
手
続
お
よ
び
受
付
期
間

・
申
込
用
紙
の
請
求

申
込
用
紙
は
、
双
葉
地
方
広
域

市
町
村
圏
組
合
事
務
局
・
総
務

課
（
〒
９
７
９
─
０
４
０
２　

双
葉
郡
広
野
町
大
字
下
北
迫
字

二
ツ
沼
44
─
15　

広
野
町
サ
ッ

カ
ー
支
援
セ
ン
タ
ー
内
、
電
０

２
４
０
─
27
─
４
６
６
５
）
に

て
交
付
し
ま
す
。
郵
便
に
よ
り

申
込
用
紙
を
請
求
す
る
場
合

は
、
封
筒
の
表
に
「
職
員
採
用

試
験
申
込
用
紙
請
求
」「
試
験

職
種
区
分
（
例
：
社
会
人
基

礎
）」
と
書
い
て
１
２
０
円
切

手
を
貼
っ
た
自
分
宛
の
返
信
用

封
筒
（
角
型
２
号
）
を
必
ず
同

封
し
、
交
付
先
ま
で
送
付
し
て

く
だ
さ
い
。

・
申
込
の
方
法

①
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
、
上
記
の
事
務
局
総
務
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込

書
を
郵
送
す
る
場
合
は
、
82
円

切
手
を
貼
っ
た
自
分
宛
の
封
筒

（
長
型
３
号
）
を
同
封
し
、
そ

の
表
に
「
職
員
採
用
試
験
申

込
」
と
朱
書
し
て
上
記
ま
で
送

付
し
て
く
だ
さ
い
。

②
受
験
票
を
受
領
し
た
と
き
は
、

最
近
６
ヵ
月
以
内
に
撮
影
し
た

本
人
の
写
真
（
上
半
身
、
脱
帽
、

正
面
向
き
、
縦
６
㎝
×
横
４
．

５
㎝
）
１
枚
を
写
真
欄
に
貼
っ

て
受
験
当
日
に
必
ず
持
参
し
て

く
だ
さ
い
（
受
験
票
が
な
い
場

合
、
ま
た
は
受
験
票
に
写
真
を

貼
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
受
験

で
き
ま
せ
ん
）。

・
受
付
期
間

平
成
28
年
７
月
13
日
（
水
）
か

ら
同
８
月
12
日
（
金
）
ま
で

（
た
だ
し
、
土
曜
日
、
日
曜
日

お
よ
び
祝
日
を
除
く
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま

で
）。
郵
便
に
よ
る
申
込
書
提

出
の
場
合
は
、
８
月
10
日
（
水
）

ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限

り
受
け
付
け
ま
す
。

平成29年度双葉地方水道企業団職員
（高校卒程度）採用試験

　平成29年４月採用予定の双葉地方水道企業団職員採用試験を次のとおり行
いますので、受験を希望される方は、受付期間内にお申込みください。なお、
詳細については双葉地方水道企業団ホームページ（http://www.f-mizu.jp）
またはお電話でお問い合わせください。
問双葉地方水道企業団　総務課総務係
電0240−25−5315

採用職種・人数
事務職 １名程度

土木職 １名程度

受検資格 昭和62年4月2日から平成11年4月1日までに生まれた人

申込期間 平成28年7月25日（月）から8月12日（金）

第１次試験 平成28年9月18日（日）
・事務職（教養試験）
・土木職（教養試験、専門試験）

第２次試験 平成28年11月中旬予定 小論文、個別面接試験
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自衛官等募集案内
募集種目 募集人員 資　　格 受付期間

（締切日必着） 試験期日 合格発表

防衛大学校
学　　　生

推 薦

参考（27年度）	 ※1
　人文・社会科学専攻
約20名（うち女子約5名）

　理工学専攻
約80名（うち女子約10名）

高卒（見込含）21歳未満の、
成績優秀かつ生徒会活動等
に顕著な実績を納め、学校
長が推薦できる者

28年9月5日
～9月8日 9月24・25日 10月28日

総 合
選 抜

参考（27年度）	 ※1
　約40名（うち女子若干名）
人文・社会科学専攻及
び理工学専攻合わせて

高卒（見込含）21歳未満の者
（自衛官は23歳未満）

28年9月5日
～9月8日

１ 次　9月24日
２ 次　10月29・30日

１ 次　10月14日
最終　11月25日

一 般
（前期）

参考（27年度）	 ※1
　人文・社会科学専攻
　約65名（うち女子約15名）
　理工学専攻
　約235名（うち女子約15名）

高卒（見込含）21歳未満の者
（自衛官は23歳未満）

28年9月5日
～9月30日

１ 次　11月5・6日
２ 次　12月6～10日

１ 次　11月25日
最終　29年1月20日

一 般
（後期）

参考（27年度）	 ※1
　人文・社会科学専攻
　約10名（うち女子若干名）
　理工学専攻
　約30名（うち女子若干名）

高卒（見込含）21歳未満の者
（自衛官は23歳未満）

29年1月21日
～1月27日

１ 次　29年2月18日
２ 次　29年3月10日

１ 次　29年3月3日
最終　29年3月17日

防衛医科大学校
医学科学生

参考（27年度）	 ※1
　約85名 高卒（見込含）21歳未満の者 28年9月5日

～9月30日 
１ 次　10月29・30日
２ 次　12月14～16日

１ 次　11月30日
最終　29年2月15日

防衛医科大学校
看護学科学生

（自衛官候補看護学生）

参考（27年度）	 ※1
　約75名 高卒（見込含）21歳未満の者 28年9月5日

～9月30日
１ 次　10月15日
２ 次　11月26・27日

１ 次　11月11日
最終　29年2月3日

陸上自衛隊
高等工科学

校生徒

推　薦 約60名

男子で中卒（見込含）17歳未
満の、成績優秀かつ生徒会
活動等に顕著な実績を納
め、学校長が推薦できる者

28年11月1日
～12月2日　　

　　 

29年1月7～9日
※いずれか1日を指定
されます。

29年1月18日

一　般 約260名 男子で中卒（見込含）17歳未
満の者

28年11月1日
～29年1月6日

１ 次　29年1月21日
２次　29年2月2～5日

１ 次　29年1月27日
最終　29年2月17日

貸費学生 技　術

参考（27年度）	 ※1
　陸
　海　約10名
　空

大学の理学部、工学部の
3・4年次又は大学院（専門
職大学院を除く）
修士課程在学（正規の修業
年限を終わる年の4月1日現
在で26歳未満（大学院修士
課程在学者は28歳未満））

28年11月1日
～29年1月10日 29年1月28日 29年4月下旬

予　　備
自衛官補

一　般 陸　約1,400名 18歳以上34歳未満の者 ①28年1月8日
　～4月8日

②28年7月1日
～9月16日

※４ 

①4月15～19日
②9月30～10月3日
※いずれか1日を指定
されます。

①5月20日
②11月11日技　能 陸　約200名

18歳以上で国家免許資格等
を有する者（資格により53
歳未満～55歳未満の者）

　５．※５：平成29年３月高等学校卒業予定者又は中等教育学校卒業予定者のための採用試験は、原則として平成
　　　　　　28年９月16日以降に行います。
　６．※６：航空自衛隊の３次試験、２次及び最終合格発表は変更する可能性があります。
　７．資格欄中の「高卒」は中等教育学校卒業者を含みます。
　８．応募資格年齢の起算日は、募集種目ごと異なっていますので、それぞれの募集要項で確認してください。
　９．その他、詳細については、それぞれの募集要項又は自衛隊地方協力本部で確認してください。
　10．記載内容については変更される場合があります。
◆募集コールセンター　（受付時間12:00～20:00）フリーダイヤル　　0120-063792（携帯電話可）
資料請求先 　自衛隊福島地方協力本部（福島市南町８６番地）
　　　　　　電０２４－５４６－１９１９　F０２４－５４６－１９２１
　　　　　　web http://www.mod.go.jp/pco/fukushima/
　　　　　　recruit1-fukushima@pco.mod.go.jp

1
3

1
3

1
2
3
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平成28年度
募集種目 募集人員 資　　格 受付期間

（締切日必着） 試験期日 合格発表

幹部候補生

一 
般

〔
大
卒
程
度
試
験
〕

参考（27年度）	 ※1
　陸　約160名
　　　（うち女子約15名）
　海　約100名
　　　（うち女子約10名）
　空　約40名
　　　（男女の区分なし※２）

22歳以上26歳未満の者（20
歳以上22歳未満の者は大卒

（見込含)、修士課程修了者
等（見込含）は28歳未満）

28年3月1日
～5月6日

１ 次　5月14・15日
（15日は飛行要員
のみ）

２ 次　6月14～17日

海・空飛行要員のみ
　３次
　（海）7月11～15日
　（空※６）
　　7月16日

～8月4日　

１ 次　6月3日

海・空飛行要員のみ
　 ２ 次
　（海）　　7月4日
　（空※６) 7月8日

最終
　（陸・海) 8月5日
　（空※６) 9月2日

〔
院
卒
者
試
験
〕

参考（27年度）	 ※1
　陸　約25名
　海　約10名
　空　約10名

修士課程修了者等（見込含）
で、20歳以上28歳未満の者

歯科
・

薬剤科

参考（27年度）	 ※1
　陸　約10名
　海　約 ５名
　空　約 ５名

専門の大卒（見込含）
20歳以上30歳未満の者

（薬剤は20歳以上28歳未満
の者　※３）

28年3月1日
～5月6日

１ 次　5月14日
２ 次　6月14～17日

１ 次　6月3日
最終　8月5日

医科・歯科幹部

参考（27年度）	 ※1
　陸
　海　若干名
　空

医師・歯科医師の免許取得
者

①28年2月1日
～4月22日

②28年10月1日
～10月31日

※4

①5月13日
②11月25日

①7月29日
②29年2月3日

技術海上
技術航空 幹 部

参考（27年度）	 ※1
　海　若干名 
　空　若干名

海　大卒38歳未満の者
空　大卒45歳未満の者

28年4月22日
～5月13日 6月27日 8月5日

陸上自衛官（看護) 参考（27年度）	 ※1
　陸　約 ５ 名

看護師免許を有し、保健師
又は助産師免許を有する者

（見込含）で36歳未満の者

28年9月1日
～9月30日 11月26日 29年1月6日

技術海曹
技術空曹

参考（27年度）	 ※1
　海　約10名
　空　若干名　

20歳以上の者で国家免許資
格取得者等

28年4月22日
～5月13日 6月24日 8月5日

航空学生

参考（27年度）	 ※1
　海　約70名
　　　（うち女子若干名)
　空　約50名
　　　（男女の区分なし※２)

高卒（見込含)21歳未満の者 28年7月1日
～9月8日

１ 次　9月22日
２ 次　別示
３ 次　11月12日

～12月15日

１ 次　10月7日
２ 次
　（海)11月9日
　（空)11月4日
最終　29年1月23日

一般曹候補生

参考（27年度）	 ※1
　陸　約2,670名

（うち女子約200名）
　海　約1,000名

（うち女子約 40名）
　空　約750名
　　　（男女の区分なし※２)

18歳以上27歳未満の者 28年7月1日
～9月8日

１ 次　9月17日
２ 次　10月6～9日
※いずれか1日を指定
されます。

１ 次　9月30日
最終　11月11日  　   

自衛官
候補生

男　子

参考（27年度）	 ※1
　陸　約5,530名
　海　約850名
　空　約1,300名

18歳以上27歳未満の者
28年7月1日

～9月8日
※5

１ 次　9月17日
２ 次
　9月25日～10月1日

合格発表日は試験日
にお知らせします。

女　子

参考（27年度）	 ※1
　陸　約70名
　海　約100名
　空　約80名

18歳以上27歳未満の者 28年7月1日
～9月8日 9月24日 11月4日

注１．※１：平成28年度の募集人員につきましては、決定次第、自衛官募集ホームページ等でお知らせします。
　　　　　　必ずご確認ください。
　２．※２：航空自衛隊要員の採用数については、男女の区分なく決定します。
　３．※３：学校教育法に基づく大学において、正規の薬学の課程（６年制の課程に限る。）を修めて卒業した者
　　　　　　（平成29年３月卒業見込みの者を含む。）及び薬剤師国家資格に関する経過措置により、
　　　　　　薬剤師国家試験の受験資格がある者のうち、学校教育法に基づく大学院において、正規の薬学の課程
　　　　　　を２年以上修め、薬学修士の学位を受けた者に限ります。それ以外は26歳未満となります。
　４．※４：第１回で採用予定数を採用した場合、第２回は実施しない場合があります。
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
申
請
・
受
け
取

り
に
つ
い
て

平
成
27
年
10
月
よ
り
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
申
請
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請

は
、
任
意
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当

面
、
カ
ー
ド
の
初
回
発
行
手
数
料

は
無
料
（
再
発
行
は
有
料
）
で
す

の
で
、
よ
ろ
し
け
れ
ば
ご
申
請
く

だ
さ
い
。

申
請
書
を
「
個
人
番
号
カ
ー
ド

交
付
申
請
書
受
付
セ
ン
タ
ー
」
に

郵
送
、
ま
た
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、

パ
ソ
コ
ン
な
ど
で
申
請
い
た
だ
い

た
場
合
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
交
付
時
に
本
人
確
認
を
す
る

た
め
、
大
熊
町
役
場
の
窓
口
ま
で

来
庁
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

来
庁
す
る
の
が
難
し
い
方
は
、

避
難
先
市
区
町
村
の
役
場
が
避
難

者
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
る
か

を
確
認
の
上
、
避
難
先
市
区
町
村

窓
口
で
申
請
す
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

会
津
若
松
市
、
い
わ
き
市
、
郡

山
市
、
そ
の
近
隣
の
市
町
村
に
避

難
さ
れ
て
い
る
方
は
、
大
熊
町
役

場
の
窓
口
（
会
津
若
松
出
張
所
、

い
わ
き
出
張
所
、
中
通
り
連
絡
事

務
所
）
に
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

窓
口
で
申
請
し
て
か
ら
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
で
き
る
ま
で
、

１
カ
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
で
き
あ
が
り

次
第
、
住
民
課
か
ら
電
話
で
連
絡

し
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
受
け
取
り
は
本
人
限
定
で
す
。

大
熊
町
役
場
窓
口
へ
の
来
庁
、
ま

た
は
一
般
書
留
郵
便
で
本
人
に
お

渡
し
し
ま
す
。

す
で
に
郵
送
、
ま
た
は
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
で
申

請
さ
れ
た
方
で
、
ど
う
し
て
も
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り

に
来
庁
で
き
な
い
場
合
は
、
住
民

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
交
付

通
知
は
が
き
に
は
受
け
取
り
期
限

を
記
載
し
て
い
ま
す
が
、
ご
連
絡

い
た
だ
け
れ
ば
期
限
を
過
ぎ
て
も

保
管
し
て
お
き
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付

場
所
を
、
は
が
き
記
載
の
窓
口
以

外
に
、
大
熊
町
役
場
の
他
の
窓
口

に
変
更
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

変
更
さ
れ
る
方
は
住
民
課
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

受
け
取
り
時
に
は
交
付
通
知
は

が
き
の
他
、
通
知
カ
ー
ド
、
本
人

確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）、

印
鑑
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

（
お
持
ち
の
方
の
み
）
を
忘
れ
ず

ご
持
参
く
だ
さ
い
。
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
は
交
付
通
知
は
が
き
、

通
知
カ
ー
ド
と
交
換
で
の
受
け
取

り
に
な
り
ま
す
の
で
、
紛
失
し
な

い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

　

住
民
課
住
民
係

※避難先市町村での受け取りはできません

いずれかの窓口での

 受け取りとなります。

会津若松出張所
いわき出張所

中通り連絡事務所

必ず

で申請された方のカードは、

証明用写真機
インターネット

パソコン
スマートフォン(　　　)

郵　送

高
齢
者
向
け
給
付
金

の
申
請
期
限
は
７
月

12
日
で
す

賃
金
引
上
げ
の
恩
恵
が
及
び
に

く
い
所
得
の
少
な
い
高
齢
者
の
方

を
支
援
す
る
た
め
、
高
齢
者
向
け

給
付
金
（
年
金
生
活
者
等
支
援
臨

時
福
祉
給
付
金
）
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

受
付
期
間
は
7
月
12
日
ま
で
で

す
の
で
、
申
請
が
お
済
み
で
な
い

方
は
至
急
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
現
在
、
必
要
書
類
に
不

備
が
見
ら
れ
る
方
に
再
送
等
の
お

願
い
を
電
話
で
行
っ
て
い
ま
す
。

大
熊
町
臨
時
福
祉
給
付
金
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
か
ら
連
絡
が
行
き
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
必
要
書
類
等
が
受
付
期

限
内
に
そ
ろ
わ
な
い
場
合
は
、
辞

退
を
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
請
状
況
の
ご
確
認
や
対
象
と

な
る
方
の
ご
確
認
、
申
請
書
の
再

発
行
、
分
割
等
ご
不
明
な
点
は
随

時
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◆
支
給
対
象
者

平
成
27
年
度
の
臨
時
福
祉
給
付

金
の
支
給
対
象
者
の
う
ち
、
平
成

28
年
度
中
に
65
歳
以
上
に
な
る
方

（
昭
和
27
年
4
月
1
日
以
前
生
ま

れ
の
方
）

◆
支
給
額

対
象
者
1
人
に
つ
き
3
万
円

（
支
給
は
1
回
で
す
）

◆
支
給
時
期

5
月
24
日
、
6
月
7
日
、
21

日
に
順
次
口
座
振
込
し
て
い
ま
す
。

次
回
は
7
月
5
日
の
予
定

問
大
熊
町
臨
時
福
祉
給
付
金
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー

電
０
８
０
０（
８
０
０
）８
９
５
１

国
民
健
康
保
険
税
納

税
通
知
書
に
つ
い
て

平
成
28
年
度
国
民
健
康
保
険
税

の
納
税
通
知
書
を
、
7
月
15
日

（
金
）
に
発
送
し
ま
す
。
今
年
度

に
つ
い
て
も
昨
年
度
同
様
、
減
免

条
例
の
規
定
に
基
づ
き
全
額
減
免

に
な
り
ま
す
の
で
納
付
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
国
民
健
康
保
険
税

納
付
書
の
代
わ
り
に
減
免
通
知
書

を
同
封
し
て
い
ま
す
。
お
手
元
に

届
い
た
ら
課
税
額
並
び
に
減
免
額

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

　

税
務
課
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住
民
課
国
保
年
金
係
か
ら

　

大
熊
町
国
民
健
康
保
険
に
加
入

の
方
に
お
渡
し
し
て
い
る
一
部
負

担
金
免
除
証
明
書
を
、
保
険
証
と

同
じ
大
き
さ
に
合
わ
せ
、
Ａ
４
版

か
ら
カ
ー
ド
型
に
変
更
し
ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
避
難
先
住
所

（
個
人
宛
）
へ
７
月
１
日
に
発
送

し
ま
し
た
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
現
在
お
持
ち
の
Ａ
４
版

の
一
部
負
担
金
免
除
証
明
書
も
有

効
期
限
ま
で
お
使
い
い
た
だ
け
ま

す
の
で
、
返
却
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

な
お
、
今
後
発
行
す
る
も
の
は

カ
ー
ド
型
に
統
一
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

平
成
28
年
3
月
末
に
発
送
し
た

保
険
証
用
の
ソ
フ
ト
ケ
ー
ス
に
入

れ
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。
保
険
証

と
一
部
負
担
金
免
除
証
明
書
が
一

緒
の
ケ
ー
ス
に
入
り
ま
す
。

※
一
部
負
担
金
免
除
証
明
書
用
の

ラ
ミ
ネ
ー
ト
は
あ
り
ま
せ
ん
。

国
民
健
康
保
険
の
一

部
負
担
金
免
除
証
明

書
が
変
わ
り
ま
し
た

■
国
民
健
康
保
険
資
格
喪
失
後
の

免
除
証
明
書
に
つ
い
て
■

　

社
会
保
険
等
に
加
入
・
転
出
・

生
活
保
護
該
当
さ
れ
た
場
合
は
、

国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
と
一
部

負
担
金
免
除
証
明
書
は
使
用
で
き

な
く
な
り
ま
す
。
別
途
、
資
格
喪

失
の
手
続
き
と
証
返
却
を
行
う
よ

う
お
願
い
し
ま
す
（
手
続
き
方
法

は
大
熊
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

電
話
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
）。

国
民
健
康
保
険
お
よ

び
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
に
加
入
し
て
い

る
方
へ

■
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証

の
交
付
に
つ
い
て
■

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証

（
70
歳
か
ら
74
歳
の
方
）
が
８
月

１
日
に
更
新
さ
れ
ま
す
の
で
、
役

場
に
登
録
さ
れ
て
い
る
避
難
先
の

住
所
へ
郵
送
し
ま
す
。
有
効
期
限

の
切
れ
た
証
は
、
役
場
会
津
若
松

出
張
所
住
民
課
国
保
年
金
係
ま
で

お
持
ち
い
た
だ
く
か
、
ご
自
身
で

細
か
く
切
っ
て
破
棄
し
て
く
だ
さ

い
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証
の
交

付
に
つ
い
て
■

現
在
ご
使
用
い
た
だ
い
て
い
る

平
成
27
年
度
の
保
険
証
は
、
有
効

期
限
が
７
月
31
日
（
日
）
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
伴

い
、
８
月
１
日
か
ら
ご
使
用
い
た

だ
く
平
成
28
年
度
の
保
険
証
を
７

月
19
日
（
火
）
に
簡
易
書
留
で
郵

送
し
ま
す
。

　

郵
送
先
は
役
場
に
登
録
さ
れ
て

い
る
避
難
先
の
住
所
と
な
り
ま
す

の
で
、
お
手
元
に
届
く
ま
で
今
し

ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。
万

一
、
保
険
証
が
７
月
29
日
（
金
）

ま
で
届
か
な
い
場
合
は
、
役
場
会

津
若
松
出
張
所
住
民
課
国
保
年
金

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

※
現
在
ご
使
用
い
た
だ
い
て
い
る

一
部
負
担
金
等
免
除
証
明
書

（
ク
リ
ー
ム
色
の
用
紙
）
は
、

平
成
29
年
２
月
28
日
ま
で
の
有

効
期
限
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

継
続
し
て
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
の
加

入
・
脱
退
手
続
き
に

つ
い
て

職
場
の
健
康
保
険
等
を
や
め
た

と
き
、
ま
た
は
職
場
の
健
康
保
険

等
に
加
入
し
た
と
き
は
、
国
民
健

康
保
険
・
年
金
の
手
続
き
が
必
要

で
す
（
手
続
き
の
方
法
は
、
大
熊

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
電
話

に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
）。
届
け

出
は
14
日
以
内
に
お
こ
な
い
ま
し

ょ
う
！入

院
時
食
事
療
養
費

等
の
負
担
減
額
認
定

に
つ
い
て

　

現
在
入
院
中
や
、
こ
れ
か
ら
入

院
す
る
予
定
が
あ
る
方
で
、
住
民

税
非
課
税
世
帯
の
方
は
『
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
』
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
入
院

時
食
事
療
養
費
お
よ
び
入
院
時
生

活
療
養
費
の
標
準
負
担
額
の
自
己

負
担
額
が
減
額
と
な
り
ま
す
。
認

定
証
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
役
場
会
津
若
松
出
張
所
住
民

課
国
保
年
金
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　

減
額
認
定
は
、
申
請
い
た
だ
い

た
月
の
初
日
ま
で
し
か
さ
か
の
ぼ

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
お

早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
毎
年
８
月
は
認
定
証
の
更
新
月

と
な
り
ま
す
の
で
更
新
を
希
望
さ

れ
る
方
は
申
請
も
れ
の
な
い
よ
う

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
社
会
保
険
等
そ
の
他
の

医
療
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方

に
つ
い
て
は
、
加
入
し
て
い
る
保

険
か
ら
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

の
交
付
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
加
入
し
て
い
る
医

療
保
険
の
保
険
者
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※�

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
の
有

効
期
限
（
平
成
28
年
度
分
）

発
効
日

平
成
28
年
８
月
１
日
か
ら
平
成
29

年
７
月
31
日
ま
で
の
う
ち
、
申
請

の
あ
っ
た
月
の
１
日

有
効
期
限

平
成
29
年
７
月
31
日
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県
民
健
康
調
査「
妊
産

婦
に
関
す
る
調
査
」を

行
っ
て
い
ま
す

　

福
島
県
と
福
島
県
立
医
科
大
学

で
は
、
平
成
23
年
度
よ
り
毎
年
、

質
問
紙
に
よ
る
「
妊
産
婦
に
関
す

る
調
査
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
で
は
、
東
日
本
大
震

災
以
降
、
福
島
県
内
の
ご
心
配
を

抱
え
た
妊
産
婦
の
皆
さ
ま
に
対
し

ま
し
て
、
サ
ポ
ー
ト
を
提
供
す
る

と
同
時
に
、
福
島
県
で
子
ど
も
を

産
み
育
て
よ
う
と
す
る
妊
産
婦
の

皆
さ
ま
の
現
状
や
ご
意
見
・
ご
要

望
を
的
確
に
把
握
し
、
よ
り
よ
い

産
科
医
療
お
よ
び
育
児
支
援
を
提

供
で
き
る
よ
う
活
か
し
て
い
く
こ

と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
も
引
き
続
き
「
妊

産
婦
に
関
す
る
調
査
」
を
実
施
し

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
平
成
27
年
度
調
査

に
つ
き
ま
し
て
も
、
未
提
出
の
方

で
ご
協
力
い
た
だ
け
ま
す
方
は
、

ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
結
果

に
つ
き
ま
し
て
は
、
福
島
県
立
医

科
大
学 

放
射
線
医
学
県
民
健
康

管
理
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
妊
産
婦
に
関
す
る
調
査
」（　
　

w
eb

http://fukushim
a-m

im
am

ori.
jp/pregnant-survey/

）
の
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。
妊
娠
・
出
産
・

育
児
全
般
に
関
す
る
電
話
相
談
窓

口
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
平
成
27
年
度
調
査
に
つ
い
て
■

対
象
者

①
平
成
26
年
8
月
1
日
か
ら
平
成

27
年
7
月
31
日
ま
で
に
福
島
県
内

の
市
町
村
か
ら
母
子
健
康
手
帳
を

交
付
さ
れ
た
方

②
右
記
期
間
に
福
島
県
外
で
母
子

健
康
手
帳
を
交
付
さ
れ
た
方
で
、

福
島
県
で
里
帰
り
出
産
さ
れ
た
方

■
平
成
28
年
度
調
査
の
ご
案
内
■

時　

期

平
成
28
年
11
月
頃

対
象
者

①
平
成
27
年
8
月
1
日
か
ら
平
成

28
年
7
月
31
日
ま
で
に
福
島
県
内

の
市
町
村
か
ら
母
子
健
康
手
帳
を

交
付
さ
れ
た
方

②
右
記
期
間
に
福
島
県
外
で
母
子

健
康
手
帳
を
交
付
さ
れ
た
方
で
、

福
島
県
で
里
帰
り
出
産
さ
れ
た
方

※
①
の
方
に
は
調
査
票
を
送
付
し

ま
す
。
②
の
方
は
産
科
医
療
機
関

に
調
査
票
の
配
布
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。

問
福
島
県
立
医
科
大
学

　

�

放
射
線
医
学
県
民
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー
妊
産
婦
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

電
０
２
４
（
５
４
９
）
５
１
８
０

　
（
平
日
午
前
9
時
～
午
後
5
時
）

ふ
く
し
ま
大
卒
等
合

同
就
職
面
接
会
を
開

催
し
ま
す

　

平
成
29
年
3
月
、
新
規
に
大
学

等
を
卒
業
予
定
の
方
、
平
成
26
年

3
月
以
降
に
卒
業
し
て
就
職
活
動

を
し
て
い
る
方
を
対
象
に
、
正
社

員
で
雇
用
す
る
計
画
の
あ
る
県
内

企
業
と
の
面
接
会
を
開
催
し
ま

す
。
若
者
応
援
企
業
を
中
心
に
県

内
企
業
３
０
０
社
が
参
加
予
定
で

す
。
主
催
は
厚
生
労
働
省
福
島
労

働
局
（
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）、
福
島
県

で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

時
8
月
17
日
（
水
）

内
・�

事
業
所
Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム

　
　

午
前
10
時
～
午
後
0
時
45
分

　

・�

合
同
就
職
面
接
会

　
　

午
後
1
時
30
分
～
午
後
4
時

場�

ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

（
郡
山
市
南
二
丁
目
52
番
地
）

※�

①
事
前
申
込
不
要
、
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

②
参
加
事
業
所
は
開
催
1
週
間

前
ま
で
に
、
福
島
労
働
局
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
し
ま
す
。

③
事
業
所
ブ
ー
ス
に
お
け
る
人

事
担
当
者
と
の
面
談
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
等
各
機
関
に
よ
る
職
業

相
談
・
情
報
提
供
等
を
行
い
ま

す
。

問
福
島
労
働
局 

職
業
安
定
課

電
０
２
４
（
５
２
９
）
５
３
３
８

テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
浜

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　

福
島
県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー

浜
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開

催
し
ま
す
。
申
し
込
み
不
要
、
参

加
費
は
無
料
で
す
。

時
①
7
月
31
日
（
日
）

②
8
月
28
日
（
日
）
高
校
生
も

の
づ
く
り
教
室
同
時
開
催

③
10
月
30
日
（
日
）「
学
校
祭
」

と
同
時
開
催

※
午
前
10
時
～
午
後
1
時
（
午
前

9
時
30
分
受
付
開
始
）

場
南
相
馬
市
原
町
区
萱
浜
字
巣
掛

場
45
─
１
１
２

（
道
の
駅
南
相
馬
交
差
点
を
東

に
８
０
０
ｍ
）

対
進
学
を
希
望
し
て
い
る
高
校
生

お
よ
び
社
会
人

※
本
校
に
興
味
を
持
っ
た
方
は
、

ど
な
た
で
も
参
加
可
能

◆
平
成
29
年
度
募
集
科

・
短
期
大
学
校

　

計
測
制
御
工
学
科
（
定
員
20
名
）

・
能
力
開
発
校

機
械
技
術
科
（
定
員
15
名
）、

自
動
車
整
備
科 （
定
員
20
名
）、

建
築
科 （
定
員
15
名
）

◆
当
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
詳
細

午
前
9
時
30
分
～
午
前
10
時
…

受
付

午
前
10
時
～
午
前
10
時
30
分
…

全
体
説
明

午
前
10
時
30
分
～
午
後
0
時
30

分
…
各
科
説
明

午
後
0
時
30
分
～
午
後
1
時
…

学
生
寮
見
学

問
福
島
県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー

浜
電
０
２
４
４
（
26
）
１
５
５
５

（
学
生
募
集
担
当
・
星
、
鈴
木
、

遠
藤
寛
）
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中
間
貯
蔵
施
設
に
係

る
弁
護
士
無
料
相
談

会
の
ご
案
内

　

町
で
は
中
間
貯
蔵
施
設
の
建
設

に
伴
い
町
民
の
皆
さ
ま
が
抱
え
る

不
安
や
諸
問
題
に
対
応
す
る
た

め
、
弁
護
士
に
よ
る
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。
当
該
施
設
建
設
に
伴

う
権
利
関
係
等
の
疑
問
点
に
つ
い

て
、
無
料
で
相
談
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

■
相
談
で
き
る
こ
と
■

　

中
間
貯
蔵
施
設
建
設
に
伴
う
契

約
、
地
上
権
、
相
続
等
に
つ
い
て

※
法
律
相
談
で
あ
り
、
補
償
価
格

に
関
す
る
相
談
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い

対
大
熊
町
内
の
中
間
貯
蔵
施
設
建

設
予
定
地
内
に
不
動
産
（
土
地

・
建
物
）
を
所
有
さ
れ
て
い
る

方
費
無
料

◆
相
談
時
間

１
回
に
つ
き
50
分
程
度
（
各
会

場
３
組
ま
で
の
事
前
予
約
制
）

申
事
前
予
約
の
先
着
順
に
な
り
ま

す
の
で
、
ご
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

企
画
調
整
課

※
受
付
時
間
は
午
前
8
時
30
分
〜

午
後
5
時
15
分
（
平
日
の
み
）

◇開催場所及び開催日時
開催場所 開　催　日 開催時間 所　在　地

大熊町役場
会津若松出張所 ７月15日㈮

午後2時～5時

会津若松市追手町2-41
（相談会場：２階 第３会議室）

大熊町役場
いわき出張所 ７月20日㈬ いわき市好間工業団地1-43

（相談会場：１階 相談室）

大熊町役場
中通り連絡事務所 ７月25日㈪ 郡山市希望ケ丘11-10

（相談会場：1階 第1会議室）

双
葉
消
防
本
部
救
急

隊
と
共
に
医
師
が
救

急
現
場
へ
直
行

双
葉
郡
の
救
急
医
療
体
制
の
充

実
を
図
る
た
め
、
福
島
県
立
医
大

に
「
ふ
た
ば
救
急
総
合
医
療
支
援

セ
ン
タ
ー
」
が
設
置
さ
れ
、
６
月

１
日
か
ら
富
岡
消
防
署
楢
葉
分
署

を
拠
点
と
し
、
平
日
の
日
中
帯
に

常
駐
す
る
医
師
ら
が
い
ち
早
く
救

急
現
場
に
駆
け
つ
け
る
体
制
が
整

い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、

救
命
率
の
向
上
や
重
症
化
の
防
止

が
図
ら
れ
、
救
急
医
療
に
対
す
る

安
心
感
と
円
滑
な
救
急
活
動
に
つ

な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

火事と救急は119番
 ＜消　防　署　連　絡　先＞

◇浪江消防署� 電0240-34-7360
◇富岡消防署� 電0240-25-2119

消防署から

～命を守るための３つの心得～
１．ハザードマップで危険箇所を確認！
２．雨が降り始めたらテレビ等で情報を確認！
３．豪雨になる前に早めの避難！

土砂災害の前兆現象を覚えよう！！
土砂災害には、「土石流」「がけ崩れ」「地すべり」の３

つの種類があり、これらが発生する前には、何らかの前
兆現象が現れることがあります。こうした前兆現象に気
づいたら、周囲の人にも知らせ、いち早く安全な場所に

　「台風」や「ゲリラ豪雨」などが原因による土砂
災害が、年間約1,000件前後発生しています。非常
用持ち出し袋を準備する、避難経路を確認するなど、
一人一人が風水害や土砂災害への備えと対策を学
び、大切な 命を守りましょう！

防災力を身につけよう！

避難するようにしましょう。

土石流
・山鳴りがする。
・急に山の水が濁り、流木が混ざり始める。
・降雨が続くのに川の水位が下がる。
・立木が裂ける音や石がぶつかり合う音が聞こえる。
がけ崩れ
・がけにひび割れができる。
・小石がパラパラ落ちてくる。
・井戸や沢の水が湧き出してくる。
・湧き水が止まる。濁る。
・地鳴りがする。
地すべり
・地面にひび割れ・陥没ができる。
・がけや斜面から水が噴き出してくる。
・井戸や沢の水が濁る。・地鳴り・山鳴りがする。
・樹木が傾く。・亀裂や段差が発生する。
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予約時には問い合わせ番号をお伝えいただくと手続きがスムーズに進みます。問い合わせ番号
は各世帯固有の番号となっています。
※�立入り休止日にやむを得ない事情（命日による墓参立入等）により立入りを希望する場合は
環境対策課へ直接ご相談願います。

問大熊町役場いわき出張所　環境対策課

【一時立入り受付コールセンター】

●電  話  番  号：0120-461-362（フリーダイヤル）
●予約受付時間：平日8:00～20:00、土日・祝日8:00～17:00

・平成28年度から電話番号が変わっています。ご注意ください。
・お盆・お彼岸などは、立入りの安全確保等の観点から、基地ごとの受付上限世帯数を設

けさせていただくことがあります。専用ＨＰ等でご確認ください。
・公益一時立入りの受付・お問い合わせは、これまでどおり環境対策課にご連絡ください。
・資料の送付先を変更する場合は、必ずコールセンターに変更内容をご連絡ください。

平成28年度７月、８月の
一時立入りのご案内

　一時立入りを実施する際には事前予約が必要となりますので、実施スケジュ
ールをご確認のうえ、コールセンターへお電話でお申し込みください。

（平成28年度から電話番号が変わっています。ご注意ください。）

※前期（４～9月分）の案内文書は各世帯主様へ個別に発送しております。
※実施スケジュールや最新の予約状況は、専用HP（http://www.ichijitachiiri.com）でご覧いた
だけます。

※立入り当日は必ず中継基地で受付を行ってください。中継基地にて、通行証、個人線量計、
防護装備等をお渡します。

※お帰りの際には、中継基地にこれらを返却していただくとともに、スクリーニングを受けて
いただきます。

　なお、マイカーによる立入りは、立入り希望日前日の20:00（土日・
祝日は17:00）までにお申し込みください（予約がない方の立入りは認
められません。また、立入り日当日の受付はできません）。
　また、バスによる立入りは、各月のバス立入り初日の１か月前までにお
申し込みください。
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７、８月の一時立入りスケジュール（マイカー）
【注意】気象状況により、やむを得ず一時立入りを中止することがあります。

一時立入り実施スケジュール【平成28年8月分】� ■…マイカー立ち入り、■…バス立ち入り、■…立入り休止

月 平成28年8月
日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

曜　日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

1 津島活性化センター
スクリーニング場

150
世帯

150
世帯

150
世帯

150
世帯

150
世帯

2 加倉
スクリーニング場

150
世帯

150
世帯

150
世帯

150
世帯

150
世帯

3 高瀬
スクリーニング場

100
世帯

100
世帯

100
世帯

100
世帯

100
世帯

4 中屋敷
スクリーニング場

100
世帯

100
世帯

100
世帯

100
世帯

100
世帯

5 大川原
スクリーニング場

100
世帯

100
世帯

100
世帯

100
世帯

100
世帯

6 高津戸
スクリーニング場

100
世帯

100
世帯

100
世帯

100
世帯

100
世帯

7 毛萱・波倉
スクリーニング場

150
世帯

150
世帯

150
世帯

150
世帯

150
世帯

バ
ス
立
入
日

年 平成28年 平成29年
月 8月 9月 10月 11月 12月 3月
日 11日 12日 16日 17日 21日 22日 18日 19日 16日 17日 17日 18日

曜　日 木・祝 金 金 土 金 土 金 土 金 土 金 土
毛萱・波倉

スクリーニング場 大熊町 40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

申し込み締切日 7月10日㈰ 8月15日㈪ 9月20日㈫ 10月17日㈪ 11月15日㈫ 2月16日㈭

一時立入りスケジュール（バス）

一時立入り実施スケジュール【平成28年7月分】� ■…マイカー立ち入り、■…バス立ち入り、■…立入り休止

月 平成28年7月
日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

曜　日 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

1 津島活性化センター
スクリーニング場

2 加倉
スクリーニング場

3 高瀬
スクリーニング場

4 中屋敷
スクリーニング場

5 大川原
スクリーニング場

6 高津戸
スクリーニング場

7 毛萱・波倉
スクリーニング場
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を運行します

◆期日前投票
7月4日(月) 7月5日(火) 7月6日(水) 7月7日(木) 7月8日(金)

往　
　

路

緑公園仮設 10:00発 河東学園仮設 10:00発 松長５号仮設 10:00発 扇町５号仮設 10:00発 年貢町公営1号住宅駐車場 10:00発

亀公園仮設
10:05着

金道仮設
10:05着

松長近隣仮設
10:05着

扇町１号仮設
10:05着 古川町公営住宅

駐車場

10:10着

10:10発 10:10発 10:10発 10:10発 10:15発

役場（投票所）10:40着 役場（投票所）10:40着
長原仮設

10:20着
東部公園仮設

10:20着 役場（投票所） 10:30着

10:25発 10:25発

役場（投票所）10:50着 役場（投票所）10:40着

復　
　

路

役場（投票所）11:10発 役場（投票所）11:10発 役場（投票所）11:20発 役場（投票所）11:10発 役場（投票所） 11:00発

亀公園仮設 11:40着 金道仮設 11:40着 長原仮設 11:45着 東部公園仮設 11:25着 古川町公営住宅駐車場 11:15着

緑公園仮設 11:45着 河東学園仮設 11:45着 松長近隣仮設 11:55着 扇町１号仮設 11:35着 年貢町公営1号住宅駐車場 11:25着

松長５号仮設 12:00着 扇町５号仮設 11:40着

◆投票日当日（7月10日）
コース１（午前） コース２（午前） コース３（午前） コース４（午前） コース５（午前）

往　
　

路

緑公園仮設 10:00発 河東学園仮設 10:00発 松長５号仮設 10:00発 扇町５号仮設 10:00発 年貢町公営1号住宅駐車場 10:00発

亀公園仮設
10:05着

金道仮設
10:05着

松長近隣仮設
10:05着

扇町１号仮設
10:05着 古川町公営住宅

駐車場

10:10着

10:10発 10:10発 10:10発 10:10発 10:15発

役場（投票所）10:40着 役場（投票所）10:40着
長原仮設

10:20着
東部公園仮設

10:20着 役場（投票所） 10:30着

10:25発 10:25発

役場（投票所）10:50着 役場（投票所）10:40着

復　
　

路

役場（投票所）11:10発 役場（投票所）11:10発 役場（投票所）11:20発 役場（投票所）11:10発 役場（投票所） 11:00発

亀公園仮設 11:40着 金道仮設 11:40着 長原仮設 11:45着 東部公園仮設 11:25着 古川町公営住宅駐車場 11:15着

緑公園仮設 11:45着 河東学園仮設 11:45着 松長近隣仮設 11:55着 扇町１号仮設 11:35着 年貢町公営1号住宅駐車場 11:25着

松長５号仮設 12:00着 扇町５号仮設 11:40着

コース１（午後） コース２（午後） コース３（午後） コース４（午後） コース５（午後）

往　
　

路

緑公園仮設 14:00発 河東学園仮設 14:00発 松長５号仮設 14:00発 扇町５号公園 14:00発 年貢町公営1号住宅駐車場 14:00発

亀公園仮設
14:05着

金道仮設
14:05着

松長近隣仮設
14:05着

扇町１号公園
14:05着 古川町公営住宅

駐車場

14:10着

14:10発 14:10発 14:10発 14:10発 14:15発

役場（投票所）14:40着 役場（投票所）14:40着
長原仮設

14:20着
東部公園仮設

14:20着 役場（投票所） 14:30着

14:25発 14:25発

役場（投票所）14:50着 役場（投票所）14:40着

復　
　

路

役場（投票所）15:10発 役場（投票所）15:10発 役場（投票所）15:20発 役場（投票所）15:10発 役場（投票所） 15:00発

亀公園仮設 15:40着 金道仮設 15:40着 長原仮設 15:45着 東部公園仮設 15:25着 古川町公営住宅駐車場 15:15着

緑公園仮設 15:45着 河東学園仮設 15:45着 松長近隣仮設 15:55着 扇町１号仮設 15:35着 年貢町公営1号住宅駐車場 15:25着

松長５号仮設 16:00着 扇町５号仮設 15:40着

◆会津地区◆
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参院選、投票所巡回バス
　７月10日執行の参議院議員通常選挙に際しまして、いわき市と会津若松市で仮設住宅等から投票
所までの無料送迎バスを運行しますので、ご利用ください。
問大熊町選挙管理委員会事務局（町役場会津若松出張所　総務課内）

◆期日前投票
7月4日(月) 7月5日(火) 7月6日(水) 7月7日(木)

往　
　

路

下矢田第一仮設 10:00発 下矢田第二仮設 10:00発 渡辺町昼野仮設 10:00発 下神白公営 10:00発

役場（投票所） 10:40着 役場（投票所） 10:40着
湯長谷公営

10:20着
上神白仮設

10:10着

10:25発 10:15発

役場（投票所） 11:00着 役場（投票所）11:00着

復　

路

役場（投票所） 11:10発 役場（投票所） 11:10発 役場（投票所） 11:30発 役場（投票所）11:30発

下矢田第一仮設 11:50着 下矢田第二仮設 11:50着 湯長谷公営 12:00着 上神白仮設 12:10着

渡辺町昼野仮設 12:20着 下神白公営 12:20着

◆投票日当日（7月10日）
コース１（午前） コース２（午前） コース３（午前） コース４（午前）

往　
　

路

下矢田第一仮設 10:00発 渡辺町昼野仮設 10:00発 下神白公営 10:00発 いわき駅 9:30発

下矢田第二仮設
10:05着

湯長谷公営
10:20着

上神白仮設
10:10着

役場（投票所）
9:50着

10:10発 10:25発 10:15発 10:20発

役場（投票所） 10:50着 役場（投票所） 11:00着 役場（投票所） 11:00着
いわき駅

10:40着

復　

路

役場（投票所） 11:20発 役場（投票所） 11:30発 役場（投票所） 11:30発 11:20発

下矢田第二仮設 12:00着 湯長谷公営 12:00着 上神白仮設 12:10着
役場（投票所）

11:40着

下矢田第一仮設 12:05着 渡辺町昼野仮設 12:20着 下神白公営 12:20着 12:20発

いわき駅 12:40着

※いわき駅乗降場所
　ミスタードーナツ
　いわき駅前ショップ前

コース１（午後） コース２（午後） コース３（午後） コース４（午後）

往　
　

路

下矢田第一仮設 14:00発 渡辺町昼野仮設 14:00発 下神白公営 14:00発 いわき駅 13:30発

下矢田第二仮設
14:05着

湯長谷公営
14:20着

上神白仮設
14:10着

役場（投票所）
13:50着

14:10発 14:25発 14:15発 14:20発

役場（投票所） 14:50着 役場（投票所） 15:00着 役場（投票所） 15:00着
いわき駅

14:40着

復　

路

役場（投票所） 15:20発 役場（投票所） 15:30発 役場（投票所） 15:30発 14:50発

下矢田第二仮設 16:00着 湯長谷公営 16:00着 上神白仮設 16:10着
役場（投票所）

15:10着

下矢田第一仮設 16:05着 渡辺町昼野仮設 16:20着 下神白公営 16:20着 15:40発

いわき駅 16:00着

※いわき駅乗降場所
　ミスタードーナツ
　いわき駅前ショップ前

●いわき地区●



（1/3～1/6程度）
ただし、測定場所の周辺すべての除染が行われているわけではないので、はっきりと効果

が分からないところもありますが、除染が全く行われていないところよりは、低減率が大き
いようです。
　
居住制限区域等ですでに除染が完了している場所

No. 測定場所 平成28年3月 平成23年9月 低減率
119 南台圃場中央農道交差点 0.72 8.75 8.2
128 大川原ライスセンター入口 0.59 4.23 13.9
129 富岡町プレカット工場北 0.69 5.78 11.9
135 西工業団地沿県道カーブ 0.31 3.40 9.1
136 大川原橋北 0.25 2.04 12.3
138 富岡町プレカット工場県道入口 0.62 4.81 12.9
149 坂下ダム中段カーブ 0.51 2.65 19.2

　低減率の大きな所では、約1/10以下に低下しています。
　道路の部分的な除染では、低減効果が見えにくかったですが、居住制限区域では面的に除
染が行われているので、除染の効果がはっきりと分かる結果になりました。

■今後の見通し■
5年が経過したことにより、半減期が2年であるセシウム－134の量は、最初に比べると、

80％以上減少しています。ちなみに、半減期が30年のセシウム－137の量はほとんど変
わっていません。
今後は、さらに低減率も小さくなり、低下が感じにくくなると考えています。そのため、

一時的に前回の値よりも高くなる箇所が増えるかもしれませんが、しっかりと測定と検証を
していきます。

28

　平成23年9月と平成28年3月の測定データを比較すると、
・除染なしの場所　1/3～1/4に低下
・一部除染ありの場所　1/3～1/6に低下
　　　　　　　　　�No.60：国道沿いのみ除染完了。そのため除染が行われていない周辺の

影響が大きく除染の効果が小さいと思われます。
　　　　　　　　　�No.93：霊園全体を除染済み、測定も霊園の中央で行っているため除染

の効果が大きくなっていると思われます。
・除染ありの場所　1/5～1/10に低下
　　　　　　　　　�No.119：農地廻りだと除染の効果が大きく線量は大きく低下する
　　　　　　　　　�No.149：周囲が山に囲まれていると線量は高い

　除染を行うと線量が大きく低下するのは間違いありません。ただし、除染を行ったからとい
っても、測定場所による差が非常に大きいです。
　また、今後の線量はセシウム－137の影響が大きくなるので、低下は非常に小さくなって
いくと思われます。
　上記の内容を踏まえて、わかりやすい表現を心がけて、測定結果の公開を続けていきます。

ここがポイント
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Part15・�５年経過した町内の線量率はどう
なっているの？

震災から5年が経過しましたが、町内の線量率はどのように変化し
たのでしょうか？5月1日号の広報で、3月に行った線量測定の結果
を印刷したものを同封しています。平成23年9月と平成28年3月の
測定データで比較したいと思います。
※�表中の「No.」は５月に同封した線量測定結果にある番号です。「低
減率（％）」は平成23年９月の測定値と比べた数値です。　

■町内の最高値と最低値■
・平成23年9月の町内の線量率　0.89～103.66μSv/h
・平成28年3月の町内の線量率　0.25～30.06μSv/h

帰還困難区域で全く除染を行っていない場所（国道6号線の東側、夫沢字中央台他）
No. 測定場所 平成28年3月 平成23年9月 低減率
11 赤坂ため池 17.16 75.63 22.7
28 マルシン建設前 10.43 34.50 30.2
34 クリーンセンター廃水処理場東 16.93 50.06 33.8
44 ふれあいパーク入口 7.80 27.40 28.5
54 ポポロ西ＪＲ橋西側 27.36 81.40 33.6
64 門馬俊一宅入口 30.06 103.66 29.0

　帰還困難区域のほとんどの場所は除染がまだ行われていません。
　これらの場所は、5年が経過したことにより、1/3～1/4に低下しています。
　これは、半減期が2年であるセシウム－134が大きく減少した影響によるものと考えます。
　
帰還困難区域内でも一部除染が行われている場所（国道6号線沿い、国道288号線沿い他）

No. 測定場所 平成28年3月 平成23年9月 低減率
55 旧大樹北側入口 6.80 38.70 17.6
60 三角屋交差点 3.27 13.53 24.2
68 旧アトム北側Ｒ６出口 3.13 13.36 23.4
93 中央台霊園中央 7.88 42.35 18.6
95 大野病院南側入口 7.24 21.96 33.0

　帰還困難区域内でも、幹線道路周辺や役場周辺など除染が行われているところがあります。
　そのようなところは、全く除染を行っていないところよりは、線量率が低くなっています。



時７月28日㈭　午前10時～11時30分
場大熊町役場いわき出張所2階
　コミュニティホール
内からだを動かして気分をリフレッシュ
（講師はＪヴィレッジフィットネスクラ
ブスタッフ）

対どなたでも
持動きやすい服装と室内履き、水分	
申電話で（当日の参加も可）
問大熊町役場いわき出張所　保健センター

時７月14日㈭・27日㈬
　午前９時30分～11時30分
場大熊町役場いわき出張所2階
内�自由遊び、ダンス、絵本の読み聞かせ、

身長・体重測定、離乳食や育児について
個別相談もできます

対未就学児とその親、祖父母
持水分、おむつ等
申不要
問大熊町役場いわき出張所　保健センター

時７月22日㈮　午前10時～11時30分
場泉公民館２階
内�健康体操
　（講師は健康運動指導士の永山剛士さん）
対どなたでも
申電話で（当日の参加も可）
問大熊町役場いわき出張所　保健センター

時８月4日㈭　午前10時～午後１時
場�常磐共同ガス　ガスワンキッチンスタジ

オ「ステラ」
内�親子でクッキング
対�年長さんから小学校６年生までのお子さ

んとその保護者
持エプロン、三角巾
期８月１日㈪まで電話で
定20人
問大熊町役場いわき出張所　保健センター
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30問問い合わせ　　申申し込み　　電電話　　Fファクス　　メール　　 web ウェブサイト

「体の水分不足」に

注意しましょう！

体の水分が足りないと脱水症状になり、
命の危険にかかわることもあります。汗や
尿等で失った水分をこまめに補給し体の水
分不足にならないようにしましょう。

＊のどが渇いていなくても、１日約１～
1.6リットルの水分をとりましょう＊

【上手な水分補給の仕方】
・いつ飲む？

朝起きたとき　運動をする前後　運動中
　入浴の前後　就寝前

とにかくこまめに水分をとりましょう
・何を飲む？

基本的には「水」か「お茶」（麦茶）です。
コーヒーなどのカフェインを含むものは
利尿作用があるので、水分補給には適し
ていません。
たくさん汗をかいた時には塩分も失われ
るので、スポーツドリンクのような塩分
や糖分が入ったものも適しています。
＊�高血圧や心臓病また腎臓機能が低下し

ている方は、水分や塩分のとり方に注
意が必要です。かかりつけ医に相談し
ましょう。

・どんな飲み方？
「のどが渇いた」と感じた時はすでに体
の水分不足です。のどが渇く前にこまめ
に少しずつ水分をとりましょう。
目安として、１回に150～200mlをゆっ
くり飲みましょう。

きちんと水分補給できていないことも
「夏バテ」の原因の一つです。水分を上手
にとって夏を元気に乗り切りましょう！



中通り地域にお住まいのお子さんとママた
ちを対象にベビーマッサージを開催します。
楽しくスキンシップをとりながらリフレッシ
ュしましょう！ 
時７月８日㈮
　午前10時30分～正午（受付は10時～）
場大熊町役場中通り連絡事務所
　（郡山市希望ヶ丘11-10）
対３歳位までのお子さんとその保護者
持母子健康手帳、育児に必要な物、ベビーマ

ッサージ用のバスタオル
内ベビーマッサージ、身体計測、個別相談、

茶話会など
申不要です
問大熊町役場会津若松出張所
　福祉課健康介護係
※駐車スペースが限られていますので、停め

られない場合は最寄りの駐車スペースをご
利用ください。

今回は夏バテ予防料理の実習です。わいわ
い楽しく作って、食べて、おしゃべりをしま
しょう。

皆さんの参加をお待ちしています。
時７月15日㈮　午前10時～午後１時
場大熊町役場会津若松出張所内調理実習室
対大熊町民
定15人
費300円　　　
持エプロン、三角巾
期７月11日㈪まで電話でお申し込みください。

先着順とし、定員になり次第締め切らせて
いただきます。

問大熊町役場会津若松出張所福祉課
　健康介護係
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地域

32問問い合わせ　　申申し込み　　電電話　　Fファクス　　メール　　 web ウェブサイト

男性が楽しく集まる場として男塾を実施し
ます。3回目は料理教室です。ぜひご参加く
ださい！今回限りの参加も可能です。
時７月14日㈭　午前９時30分～11時30分
内�料理教室（都合により内容が変更になる場

合もありますのでご了承ください）
場ゆっくりすっぺ
　（大熊町役場会津若松出張所内）
内300円（材料費）
持三角巾・エプロン
対60歳以上の男性
期問い合わせ先に７月8日㈮までお申し込み

ください（当日の参加はご遠慮願います）
定20人になり次第締め切らせていただきます
問申大熊町役場会津若松出張所
　　福祉課健康介護係（渡辺・新田）
	

一歩外に出て皆さんと楽しい時間を過ごし
ませんか？
時７月22日㈮　午前10時～正午
場ゆっくりすっぺ
　（大熊町役場会津若松出張所内）　
内�体と頭の体操（場合により内容が変更する

場合もありますのでご了承ください）
費300円（材料費）
対60歳以上の方ならどなたでも　
申７月15日㈮までお申し込みください（当日

の参加はご遠慮願います）
定20人になり次第締め切らせていただきます
問申大熊町役場会津若松出張所
　　福祉課健康介護係（渡辺・新田）　
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大熊町介護予防事業「多肉の寄せ植え～世
界に一つのオリジナル作品を作ろう！～」を
開催します。
時７月８日㈮　午前10時20分～11時45分
場曹洞宗龍雲寺
　（いわき市好間町北好間字上野107）
内多肉植物の寄せ植え
　（講師は増田晃久先生）
対65歳以上の方（同伴者は年齢不問）
定20人（先着順）
持�汚れてもいい服装、鉢（直径10㎝くらい

の物）
費300円
期�電話で７月４日㈪まで（当日の参加はご遠

慮願います）
※�送迎バスが出ます。詳しくはお問い合わせ

ください。
問大熊町役場いわき出張所
　地域包括支援センター（花房、浜本）

復興支援バスを利用したことはあります
か？

私たち大熊町地域包括支援センターと保健
センターの職員と一緒にバスの乗り方を覚え
ましょう！
時７月14日㈭
　午前９時40分～午後３時10分
場�上神白仮設～復興公営住宅モデルルーム見

学～いわき　ら・ら・ミュウ
対65歳以上の方（同伴者は年齢不問）
定10人（先着順）
持�復興支援バス割引乗車証、水分、バス代
（割引乗車証をお持ちでない方はお問い合
わせください。

費200円（バス代、自費）
申�電話で７月11日㈪まで（当日の参加はご

遠慮願います）
問大熊町役場いわき出張所
　地域包括支援センター（花房・浜本）
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　町の行事と重なって延期になっていた大野
１区、２区（駅前地区）ゴルフ交流会を、次
の通り開催します。多数のご参加をお待ちし
ています。なお、希望される方は電話でお申
し込みください。
時７月28日㈭
　午前９時集合（９時31分スタート）
場塩屋崎カントリークラブ
　（いわき市平沼ノ内字町田279-１）
　電0246-39-2011
期７月15日㈮まで
問中里忠良
電090-9535-8404
※詳細は申し込み時にお知らせします。

　親と子の絆を大切にすることを目的とした
大野１区、大野２区（駅前地区）のイベント

「親子同伴スパリゾートハワイアンズ」を計
画しました。多くの皆さんの参加をお待ちし
ています。なお、希望者は電話でお申し込み
ください。
時８月６日㈯　午前９時集合
場スパリゾートハワイアンズ
費1000円（当日徴収。食事は準備します）
期７月15日㈮まで
　※期日厳守でお願いします
電090-9535-8404（中里忠良）
電090-5180-4006（佐藤洋子）

平成３年度大熊町立大熊中学校卒業生（昭
和51年４月２日～昭和52年４月１日生まれ）
同級会を開催します。学び舎を巣立ち、早く
も25年が過ぎました。男性の厄祓い式を兼
ねた同級会です。恩師の先生方にもお声掛け
をしたいと考えています。

出席を希望される方はメールで申し込みく
ださい。①氏名②旧姓③現住所④連絡先をお
知らせください。いただいた個人情報は幹事
側の連絡資料とし、公表しません。

なお、今回の案内にあたっては町広報誌、
ホームページを活用しています。ご家族や友
人の方などでご覧になった方から周知してい
ただけると幸いです。
◆幹事

髙崎かほり、髙野宏美（旧姓：佐々木）、
石橋洋典、増子徳幸

時平成29年１月２日㈪　正午～
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場いわきワシントンホテル
　〒970-8026　いわき市平字一町目１番地
　電0246-35-3000
費調整中（祈祷、飲食、写真代）
　※人数によって金額が変更になります
ochu5152@yahoo.co.jp
電090-9030-8483（髙野）

　６月４日、震災後４回目の野馬形区交歓会
（総会・懇親会）をいわき市湯本温泉「雨情
の宿　新つた」で実施しました。
　懇親会に先立ち総会を開催し、現状の報
告、公民館備品の賠償の結果報告、会計報告、
区長・監査の再任、“野馬形区の記憶を残す
活動”など次年度の計画が提案通り承認され
ました。
　吉田淳副町長より大熊町の現状の説明など
挨拶をいただいた後、懇親会に移りました。
県内外から61名の方々が集い、５年ぶりに会
う人、孫を紹介する人、昔話や避難先での苦
労話など、夜遅くまで楽しい時間を過ごしま
した。（野馬形区長）

　昭和30年３月熊町中卒業生の第８回同級会
を５月22日、いわき市湯本温泉の新つたで開
催しました。震災後初めての同級会で、それ
ぞれしっかりと前を向いて新しい生活に踏み
出すことを誓い合いました。久しぶりの再会
とあって、楽しい時間を過ごしました。
� （秋本正夫）

東日本大震災後初となる大熊町役場職員Ｏ
Ｂ会の総会が５月10日、いわき市平のかんぽ
の宿いわきで開かれました。原発事故による
避難で全国各地に分散していたため、これま
で開催できませんでしたが、今回は約30人が
出席しました。議事では復興に取り組む町に
今後も協力していくことを確認。役員改選で
門馬俊一さんを会長に選びました。懇親会で
は吉田副町長から町の復興施策の現状を聞き
ました。
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埼玉県へ避難している皆さんへ
輪になろう！ふみ出そう！ひまわりサロン

のご案内です。
時７月20日㈬　午前10時～
内絵手紙（要申し込み）
場やすらぎ会館（川口市南鳩ヶ谷6-8-16）
問ひまわりの会
電080-5431-0123（島田）

７月の定例会は次の通り開催します。
時７月31日㈰　午前10時～正午 
場社団法人茨城県産業会館
　（水戸市桜川2-2-35）
　※産業会館の駐車場をご利用ください
内税理士からの「身近な税金」勉強会（予定）
問浅野秀蔵（水戸市）
電080-1657-7286
syu-senya.takanori@coral.plala.or.jp

奥日立きららの里で、おとなもこどもも！
バーベキューを楽しもう！
時７月30日㈯　午前11時～
場奥日立きららの里
費500円
期７月15日㈮まで
問茨城おおくま友の会会長・玉澤
電090-3754-7849

～好間で交流を深めよう！～
時７月16日㈯　午前９時30分～
場いわき市立好間公民館
　（いわき市好間町中好間字中川原29-1）
内参加者同士の自由歓談、お茶会
費無料
問大熊町コミュニティ支援広域事務所
電0246-88-9317（担当：冨岡）

♪音楽でつながろう！♪～サウンドシェイ
プを使って、みんなで音楽を創り上げよう！
～を開催します。※サウンドシェイプは、超
薄型のフレームドラムです。気軽に楽しく遊
べるパーカッションです♪講師の方と楽しく
体験しましょう！

楽器の持ち込み大歓迎です！
時８月５日㈮　午後２時～４時
場いわき芸術文化交流館
　アリオス中リハーサル室

対大熊町民のみなさま！
費無料
期７月29日㈮まで（先着30名）
問大熊町コミュニティ支援広域事務所
電0246-88-9317（担当：冨岡）

　大熊町大字熊川区の川原班ではこの度恒例
の早苗振り会を６月５日、いわき市のホテル
塩屋崎で催しました。
　この催しは手作業で田植えをしていた当
時、「結」という共同作業を終えて班員全員
で作業の慰労と親睦、そしてその年の豊作を
祈願して行われていた行事です。震災後県内
外に避難している現在も絆を強めるために、
会津、中通り、浜通りと毎年開催されており、
今回も近況報告など夜遅くまで賑やかに語り
合いました。
　松川浦での来年の再会を約束し、それぞれ
家路につきました。（班長・橋本幾郎）

　熊地区の皆さま、復興のために各地域でご
活躍されていることと思います。
　このたび、熊地区パークゴルフ絆交流会を
開催しますので多数の参加をお願いします。
時７月27日㈬　午前８時30分集合
場広野町二ツ沼総合公園パークゴルフ場
費500円（弁当付）
　※絆補助金使用
期７月15日㈮まで各区長に申し込み
問１区　佐久間住夫
　電090-7934-0047
　電F0242-85-7759
　２区　島原健二郎
　電090-2368-2787
　３区　藤田昭俉
　電090-4557-6121

熊
地
区
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
絆
交
流
会

積
小
為
大
の
会

ひ
ま
わ
り
サ
ロ
ン 熊

川
区
川
原
班
の
早
苗
振
り
会

茨
城
お
お
く
ま
友
の
会

お
お
く
ま
交
流
会
in
好
間

音
楽
で
つ
な
が
ろ
う
！
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いわき市内にお住まいの町民の皆さん、温泉
で一日お茶を飲みながらの交流会を毎月第３
水曜に行っています。ご参加をお待ちしてい
ます。
時７月20日㈬　午前10時～午後３時
場古滝屋
　※�人数がまとまれば、好間第三仮設から無

料送迎バスあり
費入浴料800円（個人負担）
　※タオルや昼食は各自準備
電080-6007-6824（市川）
電090-5187-2234（堀本）

6月3日金曜日、大熊町いわき会は日立方
面へバスツアーへ行ってきました！

村松山虚空蔵堂や、バラが満開のひたち海
浜公園をめぐり、そして那珂湊では海鮮を堪
能。天心記念五浦美術館では優雅なひととき
を過ごしました。

わいわいと楽しい時間でした！
大熊町いわき会は随時会員募集中！

次のイベントもお楽しみに♪
問大熊町コミュニティ支援広域事務所
電0246-88-9317（冨岡）

家族みんなでバーベキュー
時７月30日㈯　午前10時30分～午後２時
　※�集合は原町生涯学習センター（午前９時

30分）、道の駅そうま（午前９時50分）
場相馬地域開発記念緑地
　（新地町駒ヶ嶺字西久保）
費無料
期�７月20日㈬まで
（材料の準備、バス送迎の都合上、事前に
申し込んでください）

問おおくままち北浜グループ会長・小林
電080-1814-9819
　※雨天中止です

　借り上げ住宅自治会「おおくま町会津会」
は借り上げ住宅に避難されている町民の皆さ
まのための交流会を毎月第１、第３水曜日に
開催しています。お気軽にご参加ください。
　７月の日程は次の通りです。
時（午前10時から、20日は午前10時集合）
・６日㈬　紙芝居鑑賞
・20日㈬　本光寺で交流会
場おおくまサロン「ゆっくりすっぺ」
　（大熊町役場会津出張所内）
内町民同士の交流、情報交換など
※随時会員を募集しています。
電090-7078-2327（山本）

　大熊町のママさんサークルです。興味のあ
る方は気分転換に一緒に楽しみませんか？
時７月13日㈬　午前10時～午後１時
場会津若松市勤労青少年ホーム
内スイーツづくり
費100円
※８月はお休みします。
電090-6259-7933（阿部）
　※平日午前10時～午後５時受付

いわき市内に避難している皆さん！
お茶会「すまいるサロン」を開催します。
町民であればどなたでもご参加いただけま

す。
　初めての方は、ご連絡いただければ幸いで
す。
時７月11日㈪　午前10時〜午後３時
　※ご都合のよい時間にお出かけください。
場大熊町役場いわき出張所２階　調理室
持マイカップ、おむすび（昼食）
電080-1830-5567（小林）

　

お
お
く
ま
町
会
津
会

マ
マ
だ
っ
て
や
っ
て
み
隊

す
ま
い
る
サ
ロ
ン

古
滝
屋
温
泉
日
帰
り
お
茶
会

大
熊
町
い
わ
き
会

お
お
く
ま
ま
ち
北
浜
グ
ル
ー
プ
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○人口および世帯
人口数 世帯数

平成23年３月11日時点 11,505 4,235
平成28年5月31日現在 10,697 3,893

増減 △ 808 △ 342

●避難先の状況� （平成28年6月1日現在）
都道府県 人数 福島県内 人数

海外 0 福島市 224 
不明 5 会津若松市 1,239 
北海道 31 郡山市 1,050 
青森県 26 いわき市 4,583 
岩手県 2 白河市 76 
宮城県 192 須賀川市 89 
秋田県 21 喜多方市 50 
山形県 45 相馬市 95 
福島県 8,122 二本松市 43 
茨城県 461 田村市 59 
栃木県 189 南相馬市 246 
群馬県 86 伊達市 13 
埼玉県 398 本宮市 34 
千葉県 243 桑折町 6 
東京都 278 国見町 2 
神奈川県 178 川俣町 1 
新潟県 231 大玉村 23 
富山県 6 鏡石町 13 
石川県 14 天栄村 1 
福井県 6 下郷町 0 
山梨県 4 檜枝岐村 0 
長野県 9 只見町 0 
岐阜県 5 南会津町 2 
静岡県 21 北塩原村 0 
愛知県 7 西会津町 1 
三重県 8 磐梯町 1 
滋賀県 0 猪苗代町 12 
京都府 7 会津坂下町 19 
大阪府 19 湯川村 3 
兵庫県 6 柳津町 0 
奈良県 0 三島町 1 
和歌山県 2 金山町 1 
鳥取県 0 昭和村 0 
島根県 1 会津美里町 26 
岡山県 2 西郷村 18 
広島県 0 泉崎村 7 
山口県 1 中島村 0 
徳島県 0 矢吹町 19 
香川県 1 棚倉町 1 
愛媛県 2 矢祭町 0 
高知県 0 塙町 4 
福岡県 23 鮫川村 0 
佐賀県 3 石川町 4 
長崎県 2 玉川村 1 
熊本県 1 平田村 1 
大分県 10 浅川町 6 
宮崎県 22 古殿町 8 
鹿児島県 1 三春町 45 
沖縄県 7 小野町 12 

計 10,698 広野町 51 
楢葉町 0 
富岡町 0 
川内村 9 
大熊町 0 
双葉町 0 
浪江町 0 
葛尾村 0 
新地町 23 
飯舘村 0 

計 8,122 

大熊町の避難状況

※2016年（平成28年）５月
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こんにちは赤ちゃん
こどもの名 親の名 住　所

　趙　　怡
い せ い

静 趙双河・張暁飛 清　　水

清　藤　芹
せ り か

香 俊　介・　恵　 北　　向

武　井　心
み う

優 達　哉・麻　衣 北　　向

猪　狩　　旬
しゅん

　 　純　・友　美 大　　野

中　井　美
み お

桜 達　巳・里　美 新　　町

ご結婚おめでとう
花むこ 住　所 花よめ 住　所

半　澤　孝　雄 いわき市 金　子　百合子 新 町

おくやみ申し上げます
死亡者名 年齢 住　所

鈴　木　定　雄 88 歳 原

杤久保　千代子 90 歳 東　　 平

大和田　芳　則 62 歳 向　　 畑

横　山　　　忍 60 歳 南　　 台

鈴　木　�　子 84 歳 南　　 台

佐　藤　　　正 82 歳 長 者 原
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散　歩
石田　仁

クイズ「目指せ！おおくＭＡＳＴＥＲ★」
おおちゃんクイズ　A・�スーパーひたち
くうちゃんクイズ　A・疲れた、疲れた

　ウクライナから届いた折り鶴が町
の子どもたちを笑顔にしました。箱
に入ったいっぱいの折り鶴には、ウ
クライナの子どもたちの真心も込め
られていました。現地では、初めて
折り鶴をする子がほとんどだったそ
うです。これだけの数を折るのに、
どのくらいの時間がかかったのでし
ょうか。千羽鶴以上の数です。箱を
開けたとき、ほのかに異国の香りが
したように思いました。様々な色と
形をした折り鶴が、遠く離れた２つ
の国に住む子どもたちの心をつなげ
ました。
※最終面「あらかると」もご覧くだ
さい。

表紙の写真

こ
の
広
報
紙
が
届
く
７
月
１
日
は
、
鮎
釣
り
の
解
禁

日
。
前
日
か
ら
場
所
取
り
を
兼
ね
て
テ
ン
ト
を
張
り
前
夜

祭
を
す
る
者
、
ゆ
っ
く
り
と
仲
間
の
確
保
し
た
場
所
に
現

れ
る
者
、
さ
ま
ざ
ま
な
釣
り
人
が
行
き
交
う
年
に
一
度
の

お
祭
り
の
日
で
す
。
私
も
震
災
前
は
ご
多
分
に
も
れ
ず
、

眠
い
目
を
こ
す
っ
て
川
に
向
か
う
一
人
で
し
た
。

し
か
し
震
災
後
は
、
釣
り
、
狩
猟
、
山
菜
採
り
、
登
山

な
ど
私
が
楽
し
み
と
し
て
い
た
も
の
は
す
べ
て
お
預
け
状

態
で
す
。
運
動
不
足
で
ウ
エ
ス
ト
の
成
長
が
始
ま
り
、
服

の
サ
イ
ズ
も
ど
ん
ど
ん
変
化
し
て
メ
タ
ボ
街
道
ま
っ
し
ぐ

ら
。
な
ん
と
か
し
な
け
れ
ば
と
、
早
く
目
が
覚
め
た
日
だ

け
朝
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
ま
し
た
。
コ
ー
ス
は
主
に

西
若
松
駅
近
く
か
ら
神
指
の
蟹
川
橋
ま
で
、
湯
川
堤
防
を

往
復
約
６
㎞
歩
い
て
い
ま
す
。
雪
解
け
の
４
月
か
ら
積
雪

に
な
る
12
月
ま
で
の
期
間
限
定
で
す
が
、
毎
日
ち
ょ
っ
と

し
た
風
景
や
季
節
の
変
化
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
５
月
は
、
花
が
一
斉
に
咲
き

出
し
、
散
歩
コ
ー
ス
沿
い
の
お
宅
の
庭
を
眺
め
る
の
が
楽

し
み
で
す
。
バ
ラ
の
き
れ
い
な
お
宅
が
会
津
に
は
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
川
に
は
大
き
な
コ
イ
、
カ
ワ
ウ
、
カ
ル
ガ

モ
が
、
時
に
は
美
し
い
翼
の
カ
ワ
セ
ミ
を
見
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

震
災
前
は
朝
早
く
か
ら
田
畑
仕
事
で
、
こ
れ
ほ
ど
周
囲

の
風
景
を
眺
め
る
時
間
は
な
か
っ
た
た
め
、
こ
う
し
て
残

雪
の
飯
豊
山
や
磐
梯
山
を
遠
く
に
仰
ぎ
自
然
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
の
も
、
縁
あ
っ
て
避
難
し
た
会
津
か
ら
の
贈

り
物
で
あ
る
と
考
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
大
熊
を
離

れ
、
異
郷
の
地
で
避
難
生
活
を
送
ら
れ
て
い
る
町
民
の
皆

さ
ま
も
、
ぜ
ひ
一
度
、
朝
の
散
歩
を
し
て
み
て
は
い
か
が

で
す
か
。

副町長室から

編
集
後
記

・
先
日
、
梅
雨
入
り
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
雨
の
日
は
、
な
ん

と
な
く
時
間
が
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

雨
音
を
B
G
M
に
本
を
読
ん
だ
り
、
カ
タ
ツ
ム
リ
を
探
し

に
散
歩
へ
出
た
り
し
て
の
ん
び
り
過
ご
し
、
除
湿
も
大
事

で
す
が
、
心
の
潤
い
は
保
ち
た
い
で
す
ね
。
梅
雨
が
明
け

た
ら
、
い
よ
い
よ
夏
本
番
で
す
！
（
後
）

・
今
月
号
に
「
大
熊
町
便
利
帳
」
の
庁
舎
案
内
部
分
の
差
し
替

え
版
を
同
封
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
４
月
に
町

組
織
の
改
編
が
あ
り
ま
し
た
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
郡

山
市
に
移
転
し
た
中
通
り
連
絡
事
務
所
は
カ
ー
ナ
ビ
に
ま

だ
登
録
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
隣
の
建
物
（
希
望
ヶ
丘
11

─
８
）
で
検
索
す
る
と
迷
わ
ず
に
行
け
る
よ
う
で
す
（
横
）

・
表
紙
の
写
真
タ
イ
ト
ル
は
、
役
場
内
か
ら
募
集
す
る
こ
と

が
多
く
投
票
で
決
ま
り
ま
す
。
毎
回
応
募
し
て
い
ま
す
が
、

な
か
な
か
し
っ
く
り
く
る
言
葉
が
見
つ
か
ら
ず
苦
労
し
て

い
ま
す
。
写
真
に
言
葉
が
入
る
と
ま
た
一
味
違
っ
た
も
の

に
な
る
の
で
、
魅
力
が
増
す
よ
う
な
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
（
児
）
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